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はじめに 

 
筑波大学では、土砂災害などの自然災害から被害の防止・軽減を図るため、また高度な

専門制を有する技術者を養成することを目的に、大学院生命環境科学研究科の環境科学専

攻（博士前期課程）及び持続環境学専攻（博士後期課程）に、平成 22 年度より財団法人（現 
一般財団法人）砂防フロンティア整備推進機構からの奨学寄附金を受け環境防災学講座を

設置するとともに、履修カリキュラムとしての「環境防災学プログラム」を開設しました。 
筑波大学は、全国に先駆け 1977 年に、環境問題に関する高度実務者養成を目的とした、

我が国最初の大学院修士課程である環境科学研究科を設立し、以来多数の修了生を、産学

官界に輩出しています。また、筑波大学大学院生命環境科学研究科では、複雑な自然環境

とその変化のメカニズム、自然との共生のあり方について、フィールドサイエンスの立場

から理学・農学・工学・人文科学・社会科学・医学などの個別知を集合し学際的な研究・

教育を行っています。環境防災学講座では、このような環境系の専攻科目の基礎の上に、

主に社会人入学者を想定し、多様な内容及び講師による授業科目を開設しています。 
平成 26 年度においては、専門科目として 10 の授業科目を開設し、講座専任教員のほか、

国土交通省、国土技術政策総合研究所、(独)土木研究所、（一財）砂防フロンティア整備推

進機構をはじめとし、ＮＰＯ法人、民間会社の幹部・研究員等の非常勤講師による、環境

防災に係わる幅広い分野にわたる講義を行いました。平成 26 年度は講座設置の 5 年目にあ

たり，博士前期課程 9 名及び博士後期課程 3 名の教育・研究指導を行いました。このうち

平成 27 年 3 月に博士前期課程の 4 名が修了しました。また、環境防災セミナー、砂防学と

地形学の連携に関するシンポジウムの開催、環境防災学ワークショップ－環境防災の課題

と今後を考える－、海外の大学からの留学生の受入れなど幅広い活動を行いました。こう

した環境防災学講座の平成 26 年度の活動を年報としてとりまとめました。 
環境防災学講座の運営にあたり、ご支援いただきました関係各位にあらためて深く感謝

申し上げますとともに、今後とも、ご支援を賜りますようお願い申し上げます。 
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１．講座運営 
1.1 講座の活動 

(1) 設立の背景  
21 世紀は「環境の時代」であるとともに「災害の時代」でもある。特にわが国では地球

温暖化に伴う短時間降水量の大幅な増加、局所的豪雨の発生の頻繁化とそれに伴う土砂災

害や洪水災害の増加が懸念されている。実際、近年、降雨記録が大幅に更新され土砂災害

なども増加する傾向にある。環境防災学講座は、このような豪雨、豪雪、さらには火山噴

火などに伴う急激な流域環境変化とそれに伴う土砂災害などの環境問題やそれらに対する

対策を総合的に扱う領域として、平成 22 年 4 月に筑波大学大学院生命科学研究科環境科学

専攻（博士前期課程）および持続環境学専攻（博士後期課程）に設置された。 
この環境防災学講座は、財団法人（現 一般財団法人）砂防フロンティア整備推進機構の

寄附金により設置され、環境防災に関わる高度な専門技術者の育成にあたっている。寄附

金は、講座の運営の他、教育研究活動に使用する研究棟の整備に使用されている。寄附講

座の設置期間は、当初平成 22～26 年度の 5 年間となっていたが、引き続き平成 27 年度よ

り 3 年間延長することとなっている。 
 

(2) 環境防災プログラム 
環境防災プログラムは、環境防災に関わる科学技術に加え、環境防災に関する調査対策

技術から政策論、法令論、国際関係まで幅広い範囲にわたる知識・技術力を有し、土砂災

害や洪水災害などの自然災害から、自然環境と人間生活との関わりの中で安全・安心を確

保するための課題解決能力と独創性を有する高度な専門技術者の育成のための履修カリキ

ュラムであり，環境防災学講座が中心となって運営されている。 
平成 22・23 年度は、環境防災関係の授業科目として 11 科目を開講した。平成 24～26

年度は、環境防災関係の授業科目として 10 科目を開講した。平成 26 年度は 10 科目を開講

し、必修１科目と選択必修 1 科目は常勤教員が担当し、他の 8 科目は非常勤講師が担当し

た。 
 
(3) 組織  

環境防災学講座は、環境科学専攻（博士前期課程）および持続環境学専攻（博士後期課

程）に設けられている。平成 26 年度は、専任の教授 1 名、准教授１名がその運営に当たっ

ている。寄附講座の運営にかかる事項については、専攻内の教員から構成される「寄附講

座環境防災運営委員会」で審議した後に、専攻内で開催される「環境系専攻教員会議」に

諮られている。 
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筑波大学

生命環境科学研究科

（博士後期課程）

持続環境学専攻

環境防災学講座

大学院学群

（博士前期課程）

環境科学専攻

環境防災学講座
 

環境防災学講座組織図 
1.2 講座の活動 

◇平成 22 年度 
平成 22 年 4 月 1 日  寄附講座開設 
平成 22 年 4 月 1 日  准教授（石井）着任 
平成 22 年 4 月 16 日   教授（西本）着任 
平成 22 年 5 月 18 日   環境防災プログラムキックオフ・フォーラム開催 
平成 22 年 7 月 13 日   環境防災学講演会開催（砂防会館） 
平成 22 年 9 月 29 日   環境防災研究棟建築工事着工、安全祈願祭 
平成 23 年 2 月 21 日   インドネシア国ガジャマダ大学と国際学術交流協定を締結 
平成 23 年 3 月 17 日   環境防災研究棟完成 

◇平成 23 年度 
  平成 23 年 7 月 6 日    環境防災研究棟披露式 
◇平成 24 年度 
  平成 24 年 4 月 1 日    准教授（水野）着任 
  平成 25 年 3 月 31 日   石井准教授 退任 
◇平成 25 年度 
  平成 25 年 10 月 1 日   インドネシア UGM3 名短期留学生受入（6 ヵ月） 
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◇平成 26 年度 
  平成 26 年 4 月 22 日 砂防学と地形学の連携に関するシンポジウム開催 
  平成 26 年 10 月 1 日 インドネシア UGM1 名（6 ヵ月）1 名（1 年）短期留学生受入 
  平成 27 年 3 月 11 日 －環境防災の課題と今後を考える－環境防災学ワークショップ

開催 
  平成 27 年 3 月 30 日   水野准教授 退任   
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環境防災プログラムの概要 
 
(1)専任教員等 

教   授 西本晴男 （平成 22 年 4 月 16 日～） 
准 教 授 水野秀明 （平成 24 年 4 月 1 日～平成 27 年 3 月 31 日） 
事務補佐員 倉持紀子 （平成 22 年 4 月 1 日～平成 26 年 9 月 30 日） 

 事務補佐員 小笠原初実（平成 26 年 4 月 1 日～） 
 事務補佐員 山根麻衣子（平成 26 年 11 月 1 日～平成 27 年 3 月 31 日） 
 

環境防災学プログラムの概要

環境科学 
専攻 
（博士前期 
課程） 

受入れ学生：環境防災に係る技術者（社会人），留学生，一般学生 

高度な専門 
性の技術者 
の育成 
修士（環境科学） 

実務型・学究
型研究者の
育成
博士（環境学） 

○特別演習 ○環境学実践実習

環境防災学プログラム

寄附講座担 
当教員他 

環境科学専攻共通科目

○ 必修科目（2 科目）

環境防災学，フィールド環境防災学

○ 選択必修科目（8 科目）
多彩な講師陣による政策論，法令論，計画論，

施設論，管理論，国際論 などの講義

○ 環境学実践実習科目群
国内外のフィールドにおける実習

環境防災学プログラム

プログラムによる環境防災系技術者のキャリア・アップ 
－フィールド研究力・実践的解決力・国際性の重点的強化－

学
際
基
礎 

学
際
深
化 

関連科目（他専攻） 

持続環境学

専攻 
（博士後期
課程） 
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(2) 寄附講座環境防災運営委員会 
寄附講座環境防災運営委員会の構成と、審議内容は、以下に記載したとおりである。 

 
①構成 

委員長 西本晴男 生命環境科学研究科 教授 
委 員  

辻村真貴 生命環境科学研究科 教授 持続環境学専攻長 
宮本邦明 生命環境科学研究科 教授 
堀田紀文 生命環境科学研究科 准教授 
水野秀明 生命環境科学研究科 准教授 

②開催日 
平成 26 年 5 月 13 日（火）18：00～19：00 
議題： 

1. 平成 25 年度活動報告 
2. 平成 26 年度活動（案） 
3. 平成 26 年度環境防災プログラム登録者一覧 

 
平成 26 年 6 月 10 日（火）16：00～17：00 
 議題： 
    1. 平成 26 年度実践実習 
    2. 院生研修指導 
    3. その他 
 
平成 26 年 12 月 3 日(水) 10：30～11：30 

議題： 
1．平成 26 年度活動状況 
2．平成 27 年度授業計画 
3．その他 
 

 平成 27 年 3 月 6 日(金) 16：00～17：00 
  議題： 

1．平成 26 年度環境防災プログラムの修了予定者について 
2．事後評価委員会について 
3．その他 
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(3) 環境系専攻教育会議 
環境防災学講座の運営に関して審議及び報告を行った主な項目は、以下に記載するとお

りである。 
・平成 26 年 4 月 16 日(水)  13：15～14：30 
 議題：非常勤講師の任用について 
    寄付講座環境防災学の期間延長について 
・平成 26 年 5 月 21 日（水） 13:15～14:30 

議題：非常勤講師の任用 
   平成 25 年度環境防災寄付講座活動報告・平成 26 年度同活動方針 
   交換留学生（ガジャマダ大学）の申請について 

 ・平成 26 年 6 月 18 日（水） 13：15～14：30 
  議題：実践実習の申請について 

ガジャマダ大学留学生の受け入れについて 
環境防災プログラム登録申請者について 

 ・平成 26 年 9 月 17 日（水）13：15～14：30 
  議題：JASSO 交換留学生の追加受け入れについて 
 ・平成 27 年 1 月 21 日（水）13：15～14：30 
  議題：実践実習の認定について 
 ・平成 27 年 2 月 10 日（火）13：15～14：30 
  議題：環境防災学ワークショップの実施について 
 ・平成 27 年 3 月 18 日（水）13：15～14：30 
  議題：平成 26 年度 3 月期環境防災プログラム修了証授与予定者について 
 
1.3 施設 

 
環境防災学講座の平成 22 年度の教育研究活動には、以下の施設が使用された。 
教授室        環境防災研究棟 102 号室 
准教授室       環境防災研究棟 101 号室 
事務室        環境防災研究棟 103 号室 
准教授室       環境防災研究棟 104 号室 
院生室        環境防災研究棟 201 号室 
講師控室       環境防災研究棟 202 号室 
講義室        環境防災研究棟 203 号室 
解析室        環境防災研究棟 301 号室 
サーバー室      環境防災研究棟 302 号室 
共同研究室      環境防災研究棟 303 号室 
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２．平成 26 年度の主要活動 
2.1 平成 26 年度主要活動一覧 
 講義・実習 環境防災セミナー等 その他 

4 月 
・春学期講義開始（4 科
目） 
・集中講義(1 科目)4 月
11 日～6 月 6 日 

・シンポジウム 
（4 月 22 日）  

5 月   
・砂防学会研究発表会参加（5 月
28 日～30 日，西本，水野，関根，
王） 

6 月   
・熊本県『砂防ボランティア全国
のつどい』『土砂災害防止「全国
の集い」参加（6 月 5 日～6 日，
西本，関根，中根，西村，王） 

7 月 

・集中講義（2 科目） 
・実践実習：神保啓  

㈱北陸ジオテック：7
月 22 日～8 月 1 日 

・実践実習：江藤稚佳
子 鹿島建設㈱：7 月
22 日～8 月 1 日 

・実践実習：阿部拓実
大日本土木㈱：7 月
28 日～8 月 8 日 

・実践実習：劉詩雨  
㈱神戸製鋼所：7 月
28 日～8 月 8 日 

 

・第１回環境防災セ
ミナー（7 月 7 日） 
・第２回環境防災セ
ミナー（7 月 18 日）

・福井県フィールド調査（7 月 14
日～16 日，西本，阿部，江藤，神
保，大賀，劉） 

8 月 
・実践実習：関根敬  
ダイチ㈱：8 月 4 日～
8 月 8 日 

 
 

・北海道フィールド調査（8 月 26
日～29 日，西本，中根，阿部，江
藤，大賀，神保，劉） 
 

9 月 ・秋学期講義開始（3 科
目） 

・第 3 回環境防災セ
ミナー（9 月 16 日）

・ドイツ・イタリア・オーストリ
ア・フランス現地調査（9 月 11
日～24 日，西本） 
 

10 月   

・台湾国際土石流会議（10 月 2
日～3 日，西本，王） 
・台湾成功大学（10 月 6 日「The 
5th International Workshop on 
Multimodal Sediment Disaster」
水野，関根，江藤，大賀，劉） 
・長野県災害調査(10 月 13 日～14
日，水野，関根，王，阿部，江藤，
劉，大賀，Risqi) 
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※平成 23 年度から 4ヶ年にわたり、学生のフィールド調査の受け入れに協力していただい

た日光産業（(株)）に研究科長から感謝状を贈った。 

 
2.2 教育活動 
2.2.1 環境防災プログラム 

環境科学専攻、持続環境学専攻では、複雑な自然環境とその変化のメカニズム、自然と

の共生のあり方について、フィールドサイエンスの立場から理学・農学・工学・人文科学・

社会科学・医学などの個別知を集合し学際的な研究・教育がなされている。環境防災プロ

グラムでは、環境防災学講座が中心となって運営し，このような環境系両専攻の基礎の上

に独自のカリキュラムを用意している。特に、これらの科目群は寄附講座を主体に構成さ

れており、環境防災に係わる専門家による調査技術、対策技術から政策論、法令論まで幅

広い範囲にわたり基礎から応用上の課題と解決手法に至るまで学際的・実践的な講義が計

画され、また、実践的な研究指導を受けることができる。 
 
(1)環境防災プログラムの履修方法 
1) 環境科学専攻（博士前期課程） 
①プログラムの履修方法 
 ○専攻共通必修科目          … 計１８単位 

11 月  ・第 4 回環境防災セ
ミナー（11 月 21 日）

・広島市災害調査（11 月 9 日~10
日，西本，阿部） 
・神奈川県フィールド調査（11 月
11 日，西本，阿部） 
・東京都水源林フィールド調査
（11 月 13 日，西本，阿部） 

12 月  
・第 5 回環境防災セ
ミナー（12 月 5 日）
・第 6 回環境防災セ
ミナー（12 月 12 日）

 

1 月   
・鹿児島・熊本・長崎フィールド
調査（1 月 15 日～18 日，水野，
江藤，Risqi，Tifani） 

2 月 

・実践実習：大賀知将
国土交通省近畿地方整
備局大規模土砂災害対
策技術センター：1 月
21 日～1 月 31 日 

 

・沖縄フィールド調査（2 月 11 日
～13 日，水野，関根，江藤，大賀，
Risqi，Tifani） 
・長崎・鹿児島フィールド調査（2
月 23 日～25 日，西本，関根，阿
部，江藤，大賀，孫） 

3 月  
・環境防災学ワーク
ショップ(3 月 11 日)
 

・広島市フィールド調査（3 月 23
日から 24 日，西本，阿部） 
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 ○環境防災プログラム必修科目     … ８単位以上 
  ・環境防災学            … ２単位 
  ・フィールド環境防災学       … ２単位 
  ・環境科学実践実習科目群（注１）  … ４単位以上 
     注１ 環境防災に関連する実習先で実習を行うことが必要 
 ○環境防災プログラム選択必修科目   … ４単位以上 
                    （９単位以上履修することが望ましい） 
②修了要件 
  ・３０単位以上履修し、修士論文の審査および最終試験に合格すること。 
  ・４０単位以上履修することが望まれる。 
2) 持続環境学専攻（博士後期課程） 
①プログラムの履修方法 
○専攻必修科目              … ３単位 
  ・持続環境学特別演習Ⅰ 
  ・持続環境学特別演習Ⅱ 
  ・持続環境学特別演習Ⅲ 
 ○環境防災プログラム必修科目      … ４単位 
  ・環境学実践実習科目群（注２）    … ４単位以上 
     注２ 環境防災に関連する実習先で実習を行うことが必要 
  ・持続環境学フォーラム 
 
②修了要件 
  ・履修方法に従い７単位以上修得し、博士論文の審査および最終試験に合格すること。 
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(2)開設授業科目 
平成 26 年度は、環境防災プログラムとして、必修 2 科目、選択必修 8 科目を開講した。

各授業科目名と担当教員、時間割、シラバスは、以下に記載するとおりである。 
 

 
 

 科目番号 授業科目名 
単

位

開講

学期
曜時限 教室 担当教員 

必

修 
 

01AD501 環境防災学 2 春 火 3, 4 203 西本 晴男 

01AD502 フィールド環境防災学 2 秋 金 1, 2 203 

石井 靖雄 

小山内 信智

井上 公夫 
石塚 忠範 
秋山 一弥 

選

択

必

修 

01AD523 環境防災計画論Ⅱ 1 春 月 3 203 

小山内 信智

内田 太郎 
蒲原 直樹 
木下 篤彦 

01AD513 環境防災施設論Ⅰ 1 春 月 4 203 牧野 裕至 

01AD512 環境防災危機管理論 1 春 金 5 203 
水野 秀明 
小山内 信智

01AD520 地域環境防災基本論 1 秋 金 3 203 
森 俊勇 
三島 和子 

01AD521 地域環境防災実践論 1 秋 金 4 203 
三木 洋一 

藤平 大 

01AD518 国際環境防災論 1 春 
7 月 17 日

～18 日 
203 下田 義文 

01AD515 環境防災政策論 1 春 
4 月 11～
6 月 6 日

203 酒谷 幸彦 

01AD516 環境防災高度技術論 1 春 
7 月 7 日

7 月 10 日
203 小川 紀一朗
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2014.10.28

学
期

科目名 年次 概　要
担当教員又は
とりまとめ講師

月 日 授業内容

4 15 総論
4 22 日本の国土・社会と防災対策
5 9 近年の環境変化と災害動向
5 13 環境変化をふまえた防災対策
5 20 山地荒廃と土砂生産作用
5 27 マスムーブメント
6 3 流域における土砂移動、山地水文
6 10 渓流工事と山腹工
6 17 森林影響論
6 24 気候変動と環境防災
4 11 大規模土砂災害危機管理に関する総論

4 18 大規模土砂災害（天然ダム）発生事例・調査方法

4 25 緊急調査・土砂災害緊急情報に関する手法・解析法

5 2 天然ダムの決壊過程・決壊時流量解析技術

5 16 天然ダム越流決壊時の氾濫予測

5 23 土石流氾濫計算の演習

5 30 天然ダム形成時における応急対策

6 6 深層崩壊の発生機構と危険箇所抽出法

6 13 土砂災害発生時の現場マスコミ対応（小山内)

6 20 土砂災害時における住民避難

4 14 総論：環境防災施設とその役割・文化的位置価値 牧野　裕至 砂防フロンティア

4 21 石積砂防設備：砂防の歴史と石積み砂防設備 (林　数一) 砂防施工管理研究会

4 28 柔構造物①：柔構造物の歴史と役割 (木村　佳嗣) 柔構造物研究会

5 12 柔構造物②：柔構造物の設計・施行・演習 (木村　佳嗣) 柔構造物研究会

5 19 透過型構造物①：透過型構造物の歴史と役割 (守山　浩史) 鋼製構造物研究会

5 26 透過型構造物②：透過型構造物の設計・施行・演習 (守山　浩史) 鋼製構造物研究会

6 2 透過型構造物③：行政の先端からの透過型構造物 (萩原　弘)
関東地方整備局企

画部

6 9 ボンテラン工法：ボンテラン工法の開発と設計・施行 (森　雅人) ボンテラン工法研究会

6 16 山腹工：山腹工の歴史と役割、設計・施工 (綿貫　明) 砂防施工管理研究会

6 23 まとめ：次世代に繋ぐ環境と防災、文化 牧野　裕至 砂防フロンティア

4 14 総論、総合的な土砂管理 小山内　信智 土研

4 21 水系砂防被害推定手法 内田　太郎 国総研

5 28 砂防施設配置計画 内田　太郎 国総研

5 12 砂防施設設計①　（砂防堰堤） (藤村　直樹) 土研

5 19 砂防施設設計②　（渓流保全工） (藤村　直樹) 土研

5 26 砂防事業評価 蒲原　潤一 国総研

6 2 土石流・流木対策調査、計画 内田　太郎 国総研

6 9 土石流・流木対策施設設計 木下　篤彦 土研

6 16 鋼製砂防施設設計 木下　篤彦 土研

6 23 災害復旧・復興・地域づくり 蒲原　潤一 国総研

世界の自然災害の発生状況

防災分野における国際協調

3.11の教訓及び気候変動を考慮したPost-2015の課題

日本が受けた援助

ネパールの自然・文化と防災（仮題）

10 3 流域の荒廃と山腹工 石井　靖雄 土研
10 10 大規模土砂災害時の現場対応 小山内　信智 土研
10 24 大規模崩壊地域の砂防 石井　靖雄 土研
10 31 微地形判読 井上　公夫 砂防フロンティア
11 7 大規模崩壊地域と土石流対策 石井　靖雄 土研
11 14 地すべりの調査 石井　靖雄 土研

11 21
現場の計測技術（土石流等検知センサー、大規模
土砂移動検知システム、火山灰堆積厚、天然ダム
水位、など）

石塚　忠範 土研

12 5 急傾斜地崩壊調査・対策、雪崩調査・対策 秋山　一弥 土研
12 12 地すべり対策の計画 石井　靖雄 土研
12 19 地すべりの緊急対応、解説 石井　靖雄 土研

10 3
総論①防災の視点から見た中山間地の実態
　　②自然災害への対応

森　俊勇 砂防フロンティア

10 10 土砂災害の発生と砂防関係施策の推移 森　俊勇 砂防フロンティア

10 24 土砂災害に対するマスコミの取り上げ方と課題 森　俊勇 砂防フロンティア

10 31  土砂災害に関する情報  森　俊勇  砂防フロンティア

11 7 土砂災害に関する情報 森　俊勇 砂防フロンティア

11 14 リスクコミュニケーション（１） 三島　和子 セコムIS研究所

11 21 リスクコミュニケーション（２） 三島　和子 セコムIS研究所

12 5 防災教育の現状と課題 北　俊夫 国士舘大教授

12 12 今後の防災教育の方向性 北　俊夫 国士舘大教授

12 19 地域防災力の向上に向けて 森　俊勇 砂防フロンティア

10 3 総論 三木　洋一 応用地質

10 10 基礎調査における区域設定の考え方Ⅰ 三木　洋一 応用地質

10 24 基礎調査における区域設定の考え方Ⅱ （中村　浩之） 東京農工大名誉教授

10 31 基礎調査における区域設定の考え方Ⅲ （中村　浩之） 東京農工大名誉教授

11 7 土砂災害防止法に基づく土地利用規制等 （内山　均志） 砂防フロンティア

11 14 土砂災害防止法とまちづくり 藤平　大 高知県

11 21 住民主役の土砂災害警戒避難 原田　照美 広島市自主防災

12 5 土砂災害防止法への取り組み （細川　容宏） 長野県砂防課

12 12 住民との合意形成 （掛野　大輔） 長野県内市町村総務課

12 19 課題研究（土砂災害防止法への取り組み） 三木　洋一 応用地質

4 11
砂防行政総論（大野宏之）
砂防行政の目指すもの

4 18 砂防思想の変遷（技術論、規則、政策目的の変遷）

4 25 砂防関係４法令、執行体制

5 2 砂防関連予算、事業の概要

5 16 砂防計画と施設配置

5 23
土砂災害による被害軽減のための関係省庁との連携
事例（気象庁、内閣府）

5 30 大規模土砂災害に対する危機管理

6 6 事業実施上の課題、事業評価

酒谷　幸彦

秋
学
期

石井　靖雄

毎年全国で頻発する土砂災害から住民の生命を守
るため、土砂災害防止法に基づき「土砂災害（特
別）警戒区域」の指定が各都道府県で進められて
いる。講義では、まず土砂災害防止法の概要及び
区域設定の考え方について述べ、次に大雨時の警
戒避難に係わる情報・体制、災害に強いまちづくり、
住民主役の防災、土地利用規制などのあり方につ
いて事例を紹介しながら講述する。

1

豪雨，地震，火山噴火などに伴う環境災害に対し、
総合的な対策を検討するために必要な観点、基本
的な調査・解析のための技術から、計画策定、実
施に至るまでの諸プロセスで検討しなければならな
い項目や観点、評価技術などについて具体的な
フィールドを例にあげつつ講述し、総合力としての
環境防災技術について考察する。

環
境
防
災
政
策
論

（
集
中
講
義

）

国土交通省の行政官による講義。日本は自然・社
会条件から、年間約1000件の土砂災害が発生して
おり、環境防災が重要な課題である。まず、環境防
災の関係法令、行政組織と予算について述べ、次
に環境防災の主要施策、省庁連携、施設計画、事
業効果などについて、環境防災行政を担っている
立場から講述する。

地
域
環
境
防
災
基
本
論

（
金
曜
日
３
時
限

）

1

地方自治体の首長や幹部職員及びその経験者、
並びに学識経験者による講義。都市化、過疎化、
市町村合併、少子高齢化、土地利用など社会環境
の変化により地域が抱える環境防災の課題を踏ま
えて、地方自治体の環境防災への取り組みの現状
と今後の方向について述べると共に、防災情報、防
災教育、住民啓発、ＮＰＯ活動など地域防災力を高
めるために欠くことのできない施策の考え方につい
て具体的事例を紹介しながら講述する。

森　俊勇

西本　晴男 筑波大学

豪雨，地震，火山噴火などに伴う土砂災害、洪水災
害などの特徴と防災対策・政策について、そのバッ
クグラウンドたる自然環境、社会環境の歴史的変
遷過程をふまえつつ講述するとともに、気候変動、
人口減少社会など将来動向をにらんだ今後の防災
対策のあり方について述べ、環境防災学としての
視点と課題，解決法などについて考える。

西本　晴男

航測技術と砂防分野への活用（仮題）

1

筑波大学水野　秀明

（大井　英臣）

丸新志鷹ネパール
支店

1

集中豪雨や地震による山腹崩壊、地すべりによる
天然ダム形成などの大規模土砂災害への対応に
ついての講義。大規模土砂災害の発生直後からの
危機管理（緊急調査、情報、機関連携、警戒避難
体制、応急対策）に加えて、平常時における防災訓
練の考え方について述べるとともに、天然ダム形成
に危険度を事前に把握するための微地形判読方
法についても講述する。

水野　秀明

世界遺産に向けた取り組み（仮題） 小野寺　浩
プレック顧問
（元環境省自然
保護局長）

石黒　久

環境防災施設についての基本的な講義。防災
対策においては自然環境､人間の生活環境との
調和を重視するとともに､地球温暖化防止に寄
与する技術開発とこれを活用した環境防災施設
の整備が求められている。講義では､自然石を
用いた石積施設、非コンクリート化施設、鋼製
構造物など環境にやさしい新技術について、技
術開発の現状とその機能特性、品質管理法、
施工法、維持管理法について具体的事例を紹
介しながら講述する。

牧野　裕至1.2

※今後、内容に変更の可能性があります。

地震や火山噴火により大規模な土砂災害の発生が予
測される場合あるは発生した場合に、状況が時々刻々
と変化していく中で急迫している危険を回避するために
必要となる情報を、航測、リモセン技術などによって被
害が想定される区域・時期などを明らかにするための緊
急調査・解析技術について講述する.また、世界的な歴
史的砂防施設の維持管理と世界遺産登録に向けた技
術論的思想について講述する。

平成２６年度環境防災学講座・授業科目の概要/授業内容（案）

環
境
防
災
学

（
火

曜

日

３

・

４

時

限

）

国土技術政策総合研究所と土木研究所の研究官
による講義。環境防災対策を効率的かつ効果的に
実施するため、砂防施設計画、砂防施設設計、土
石流・流木対策施設の計画・設計などの実際につ
いて具体的な事例を踏まえつつ講述する

春
学
期

環
境
防
災
施
設
論
Ⅰ

（
月
曜
日
４
時
限

）

下田　義文

環
境
防
災
危
機
管
理
論

（
金
曜
日
５
時
限

）

1.2

三木　洋一

砂防国際協力現場における計画・設計・施工・技術指
導の事例（メラピ火山噴火対策、バワカレン山大崩壊対
策、アンボン島天然ダム対策）

地
域
環
境
防
災
実
践
論

（
金
曜
日
４
時
限

）

環
境
防
災
計
画
論
Ⅱ

（
月
曜
日
３
時
限

）

下田　義文

国
際
環
境
防
災
論

（
集
中
講
義

）

小川　紀一朗

フ

ィ
ー

ル

ド

環

境

防

災

学

（
金

曜

日

１

・

２

時

限

）

1

◎シラバスへの掲載項目：学期、科目名、年次、概要、とりまとめ講師名（「担当教員」として記載）、授業内容
注：①赤字はセミナー形式で実施。　(  )書きは辞令無しの講師　　②「危機管理論」は准教授担当授業科目であるが、授業の一部を括弧書きの外部講師に実施してもらう。

17

7

1

酒谷　幸彦1

環
境
防
災
高
度
技
術
論

（
集
中
講
義

）

1

国交省砂防部

7 10

ＪＡＸＡ

国際砂防協会

7 10 （戸田　謙一）リモートセンシング技術と砂防分野への活用技術（仮題）

アジア航測

環境防災分野の海外技術協力経験者による講義.
開発途上国の発展のためには災害に強い国づくり
が基本であり,各々の国の社会情勢にあった防災技
術移転のあり方,継続的な人材育成のあり方などに
ついて、気候変動等の中長期的動向ををふまえつ
つ、国際的視点から防災のあり方について講述す
る.

小山内 信智、
蒲原　潤一

小川　紀一朗

八千代エンジニ
アリング

7 17

7

18

7 7

─ 11 ─
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20
14

年
度

環
境

科
学

専
攻

時
間

割
選

択
必

修
C

o
m

pu
ls

o
ry

Sp
rin

g 
Se

m
es

te
r

Pe
rio

d
M

od
ul

e
A 

B
C

A 
B

C
A 

B
C

A 
B

C
A 

B
C

A 
B

C

集
中

(I
nt

en
si
ve

)：
環

境
政

策
論

、
環

境
防

災
高

度
技

術
論

、
国

際
環

境
防

災
論

、
環

境
防

災
政

策
論

、
環

境
フ

ィ
ー

ル
ド

実
習

、
So

il
 a

nd
 w

at
er

 e
nv

ir
on

m
en

ta
l 

co
ll

oi
d 

sc
i.

、
E
nv

ir
on

m
en

ta
l 

F
il

d 
A

pp
ra

is
al

、
In

tr
od

uc
ti

on
 t

o 
E
nv

ir
on

m
en

ta
l 

D
is

as
te

r 
P
re

ve
nt

io
n

Su
m

.V
ac

. ：
E
co

lo
gi

c
a
l 
S

o
il 

R
e
so

u
rc

e
s

Fa
ll 

Se
m

es
te

r
Pe

rio
d

M
od

ul
e

A 
B

C
A 

B
C

A 
B

C
A 

B
C

A 
B

C
A 

B
C

集
中

(I
nt

en
si
ve

)：
E
nv

ir
on

m
en

ta
l 

L
ow

、
環

境
防

災
政

策
論

,環
境

科
学

特
講

Ⅱ
、

環
境

フ
ィ

ー
ル

ド
実

習
.、

E
nv

ir
on

m
en

ta
l 

F
il

d 
A

pp
ra

is
al

66

水
域

生
態

学
　

B
1
0
7

水
域

生
態

学
　

B
1
0
7

環
境

防
災

学
　

　
防

災
２

０
３

環
境

防
災

学
　

　
防

災
２

０
３

1
2

3
4

5

環
境

微
生

物
遺

伝
学

  
 B

1
0
7

環
境

微
生

物
遺

伝
学

  
 B

1
0
7

環
境

防
災

計
画

論
Ⅱ

　
防

災
２

０
３

環
境

防
災

施
設

論
Ⅰ

　
防

災
２

０
３

Te
rre

str
ial

 E
co

lo
gy

   
C

5
0
2

保
全

生
態

学
　

　
C

50
2

保
全

生
態

学
　

　
C

50
2

5

M
on

地
域

大
気

汚
染

学
　

C
5
0
2

地
域

大
気

汚
染

学
　

C
5
0
2

En
vir

on
m

en
ta

l A
na

lys
is 

C
he

m
ist

ry
C

5
0
2

In
tro

du
ct

io
n 

to
 W

at
er

 E
nv

iro
nm

en
t

C
5
0
2

都
市

・地
域

解
析

学
　

３
C

2
0
1

都
市

・地
域

解
析

学
　

３
C

2
0
1

In
tro

du
ct

io
n 

to
 W

at
er

 E
nv

iro
nm

en
t

C
50

2

フ
ィ

ー
ル

ド
環

境
防

災
学

　
防

災
２

０
３

植
物

環
境

生
理

学
　

C
5
0
2

地
域

環
境

保
健

学
　

C
5
0
2

地
域

環
境

保
健

学
　

C
5
0
2

In
tr

o
d
u
ct

io
n
 t

o
 E

n
v
ir

o
n
m

en
ta

l
P
o
li
cy

  
C

1
0
3

環
境

政
策

概
論

  
C

1
0
3

環
境

生
態

生
化

学
　

C
1
0
3

En
vir

on
m

en
ta

l M
icr

ob
io

lo
gy

C
5
0
2

U
tili

za
tio

n 
an

d 
Re

cy
cli

ng
 o

f B
io

-
re

so
ur

ce
s 　

　
C

5
0
2

U
tili

za
tio

n 
an

d 
Re

cy
cli

ng
 o

f B
io

-
re

so
ur

ce
s 　

　
C

5
0
2

In
te

gr
at

ed
 W

at
er

 S
cie

nc
e 

&
Te

ch
no

lo
gy

　
　

C
5
0
2

In
te

gr
at

ed
 W

at
er

 S
cie

nc
e 

&
Te

ch
no

lo
gy

　
　

C
5
0
2

En
vir

on
m

en
ta

l M
icr

ob
io

lo
gy

C
5
0
2

Fr
i

In
tro

du
ct

io
n 

to
 W

as
te

M
an

ag
em

en
t 　

　
C

5
0
2

In
tro

du
ct

io
n 

to
 W

as
te

M
an

ag
em

en
t 　

　
C

5
02

地
域

環
境

防
災

実
践

論
　

防
災

２
０

３

Po
lic

y 
an

d 
Pl

an
nin

g 
fo

r F
or

es
t

C
on

se
rv

at
io

n 　
　

C
50

2

Po
lic

y 
an

d 
Pl

an
nin

g 
fo

r F
or

es
t

C
on

se
rv

at
io

n 　
　

C
50

2

フ
ィ

ー
ル

ド
環

境
防

災
学

　
防

災
２

０
３

Ex
er

cis
es

 in
 E

nv
iro

nm
en

ta
l

Sc
ien

ce
s 　

　
C

1
03

1
2

3
4

En
vir

on
m

en
ta

l H
ea

lth
 P

er
sp

ec
tiv

e
C

50
2

水
環

境
論

　
B

1
0
7

Pr
ev

en
tio

n 
an

d 
M

itig
at

io
n 

of
Se

di
m

en
t D

isa
ste

r C
1
0
3

Pr
ev

en
tio

n 
an

d 
M

itig
at

io
n 

of
Se

di
m

en
t D

isa
ste

r  
C

1
0
3

T
ue

W
ed Fr
i

Th
u

So
lid

 W
as

te
 M

an
ag

em
en

t S
ys

te
m

Pl
an

nin
g 　

　
C

5
0
2

So
lid

 W
as

te
 M

an
ag

em
en

t S
ys

te
m

Pl
an

nin
g 　

　
C

5
0
2

地
域

環
境

防
災

基
本

論
　

　
防

災
２

０
３

生
態

リ
モ

ー
ト
セ

ン
シ

ン
グ

論
　

C
1
03

La
nd

sc
ap

e 
Pl

an
nin

g 　
　

C
5
0
2

En
vir

on
m

en
ta

l P
ol

icy
 A

pp
ra

isa
l

C
5
0
2

En
vir

on
m

en
ta

l P
ol

icy
 A

pp
ra

isa
l

C
5
0
2

植
生

学
 C

1
0
3

植
生

学
 C

1
0
3

V
eg

et
at

io
n 

Sc
ien

ce
 C

1
0
3

V
eg

et
at

io
n 

Sc
ien

ce
 C

1
0
3

Fi
eld

 a
nd

 L
ab

or
at

or
y 

Pr
ac

tic
es

 in
En

vir
on

m
en

ta
l S

cie
ns

es
　

　
C

1
0
3

Fi
eld

 a
nd

 L
ab

or
at

or
y 

Pr
ac

tic
es

 in
En

vir
on

m
en

ta
l S

cie
ns

es
　

　
C

1
0
3

Fi
eld

 a
nd

 L
ab

or
at

or
y 

Pr
ac

tic
es

 in
En

vir
on

m
en

ta
l S

cie
ns

es
　

　
C

1
0
3

環
境

ス
ト
レ

ス
概

論
 　

医
修

士

環
境

生
態

生
化

学
　

C
1
0
3

In
tro

du
ct

io
n 

to
 E

nv
iro

nm
en

ta
l

Sc
ien

ce
s 　

　
C

1
0
3

Sp
at

ial
 In

fo
rm

at
io

n 
En

gin
ee

rin
g 

in
En

vir
on

m
en

ta
l S

cie
nc

es
　

C
5
02

A
pp

lie
d 

En
vir

on
m

en
ta

l E
th

ics
(In

tro
du

ct
io

n 
to

 E
ng

lis
h

Pr
es

en
ta

tio
n 

an
d 

D
eb

at
e)

　
C

5
0
2

A
pp

lie
d 

En
vir

on
m

en
ta

l E
th

ics
(In

tro
du

ct
io

n 
to

 E
ng

lis
h

Pr
es

en
ta

tio
n 

an
d 

D
eb

at
e)

　
C

5
0
2

C
li
m

at
e
 S

y
st

e
m

Ⅰ
総

合
A

2
1
7
A

C
li
m

at
e
 S

y
st

e
m

Ⅱ
総

合
A

2
1
7
A

流
域

総
合

管
理

論
　

B
1
0
7

流
域

総
合

管
理

論
　

B
1
0
7

大
気

環
境

論
　

　
C

5
02

フ
ィ

ー
ル

ド
生

態
学

 C
50

2

環
境

物
質

輸
送

論
　

C
50

2
En

vir
on

m
en

ta
l H

ea
lth

 P
er

sp
ec

tiv
e

C
5
0
2

環
境

防
災

危
機

管
理

論
　

　
防

災
２

０
３

大
気

環
境

論
　

　
C

5
0
2

住
環

境
計

画
論

 C
50

2

M
on

フ
ィ

ー
ル

ド
生

態
学

 C
50

2

空
間

情
報

科
学

 3
C

2
0
1

空
間

情
報

科
学

 3
C

2
0
1

生
物

相
互

作
用

論
　

C
５

02

環
境

科
学

実
習

 C
10

3

水
環

境
モ

デ
リ
ン

グ
  

総
合

研
究

棟
A

2
1
1

T
ue

W
ed

Th
u

環
境

科
学

概
論

　
　

C
10

3

都
市

形
成

史
 3

C
2
0
1

都
市

形
成

史
 3

C
2
0
1

環
境

科
学

演
習

　
　

C
10

3

環
境

化
学

物
質

リ
ス

ク
論

　
B
10

7

Si
m

ula
tio

n 
of

 E
nv

iro
nm

en
ta

l P
ol

icy
C

5
0
2

Si
m

ula
tio

n 
of

 E
nv

iro
nm

en
ta

l P
ol

icy
C

5
0
2

環
境

科
学

実
習

 C
10

3

リ
モ

ー
ト
セ

ン
シ

ン
グ

　
B

1
0
7

生
物

相
互

作
用

論
　

C
５

02

住
環

境
計

画
論

 C
50

2

景
観

計
画

論
　

B
1
0
7

環
境

科
学

実
習

 C
10

3

Te
rre

str
ial

 E
co

lo
gy

   
C

50
2

─ 12 ─



 

 13  
 

時
間

割
科

目
８

科
目

時
間

割
科

目
８

科
目

時
間

割
科

目
７

科
目

時
間

割
科

目
７

科
目

時
間

割
科

目
７

科
目

集
中

講
義

科
目

３
科

目
集

中
講

義
科

目
３

科
目

集
中

講
義

科
目

３
科

目
集

中
講

義
科

目
３

科
目

集
中

講
義

科
目

３
科

目

科
目

名
単

位
学

期
時

限
科

目
名

単
位

学
期

時
限

科
目

名
単

位
学

期
時

限
科

目
名

単
位

学
期

時
限

科
目

名
単

位
学

期
時

限

環
境

防
災

学
2

1
火

３
，

４
環

境
防

災
学

2
1

火
３

，
４

環
境

防
災

学
2

1
火

３
，

４
環

境
防

災
学

2
春

火
３

，
４

環
境

防
災

学
2

春
火

３
，

４

フ
ィ

ー
ル

ド
環

境
防

災
学

2
2

水
１

，
２

フ
ィ

ー
ル

ド
環

境
防

災
学

2
2

金
１

，
２

フ
ィ

ー
ル

ド
環

境
防

災
学

2
2

金
１

，
２

フ
ィ

ー
ル

ド
環

境
防

災
学

2
秋

金
1

、
２

フ
ィ

ー
ル

ド
環

境
防

災
学

2
秋

金
1

、
２

環
境

防
災

危
機

管
理

論
1

春
金

５
環

境
防

災
危

機
管

理
論

1
春

金
５

環
境

防
災

危
機

管
理

論
1

1
月

４
環

境
防

災
危

機
管

理
論

1
2

金
３

環
境

防
災

危
機

管
理

論
1

1
金

５
環

境
防

災
計

画
論

Ⅰ
1

環
境

防
災

計
画

論
1

1
月

５
環

境
防

災
計

画
論

1
1

月
３

環
境

防
災

計
画

論
1

1
月

３
環

境
防

災
計

画
論

1
春

月
４

環
境

防
災

計
画

論
Ⅱ

1
春

月
３

環
境

防
災

施
設

論
1

1
金

５
環

境
防

災
施

設
論

1
1

月
４

環
境

防
災

施
設

論
1

1
月

４
環

境
防

災
施

設
論

Ⅰ
1

環
境

防
災

施
設

論
Ⅰ

1
春

月
４

環
境

防
災

特
別

講
義

1
2

水
３

環
境

防
災

特
別

講
義

1
1

木
５

環
境

防
災

施
設

論
Ⅱ

1
春

月
３

環
境

防
災

施
設

論
Ⅱ

1

環
境

防
災

政
策

論
Ⅰ

1
2

集
中

環
境

防
災

政
策

論
Ⅰ

1
2

金
４

地
域

環
境

防
災

論
Ⅰ

1
2

金
３

地
域

環
境

防
災

基
本

論
1

秋
金

３
地

域
環

境
防

災
基

本
論

1
秋

金
３

環
境

防
災

政
策

論
Ⅱ

1
2

水
４

環
境

防
災

法
令

論
1

2
金

５
地

域
環

境
防

災
論

Ⅱ
1

2
金

４
地

域
環

境
防

災
実

践
論

1
秋

金
４

地
域

環
境

防
災
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践

論
1
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４

環
境

防
災
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令

論
1

1
水

５
環
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防

災
政

策
論

Ⅱ
1

2
集

中
環

境
防

災
政

策
論

1
2

集
中

環
境

防
災

政
策

論
1

秋
集

中
環

境
防

災
政

策
論

1
春

集
中

国
際

環
境

防
災

論
1

2
集

中
国

際
環

境
防

災
論

1
1

集
中

国
際

環
境

防
災

論
1

1
集

中
国

際
環

境
防

災
論

1
春

集
中

国
際

環
境

防
災

論
1
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集

中

環
境

防
災

マ
ネ
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メ
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論
1

1
金

４
環

境
防

災
高

度
技

術
論

1
2

集
中

環
境

防
災

高
度

技
術

論
1

2
集

中
環

境
防

災
高

度
技

術
論

1
春

集
中

環
境

防
災

高
度

技
術

論
1

春
集

中

環
境

防
災

プ
ロ

グ
ラ

ム
授

業
科

目
の

推
移

10
単

位
10

単
位

９
単

位
９

単
位

９
単

位

H
 2

2
H

 2
3

H
 2

4
H

 2
5

H
 2

6

3
単

位
3
単

位
３

単
位

３
単

位
３

単
位

必 修

必 修

必 修

必 修

必 修

選 択 必 修

選 択 必 修

選 択 必 修

選 択 必 修

選 択 必 修

開
講

せ
ず

開
講

せ
ず

開
講

せ
ず 
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(3)開設授業科目のシラバス 
 
01AD501 環境防災学  

春学期： 火曜日３，４時限 １・２年次対象（２単位） 
教員： 西本晴男  

  
１．授業概要  
 
豪雨，地震，火山噴火などに伴う土砂災害、洪水災害などの特徴と防災対策・政策につ

いて、そのバックグラウンドたる自然環境、社会環境の歴史的変遷過程をふまえつつ講述

するとともに、気候変動、人口減少社会など将来動向をにらんだ今後の防災対策のあり方

について述べ、環境防災学としての視点と課題，解決法などについて考える。 
 
２．授業内容  
第１週  総論 
第２週  日本の国土・社会と防災対策 
第３週  近年の環境変化と災害動向 
第４週  環境変化をふまえた防災対策 
第５週  山地荒廃と土砂生産作用 
第６週  マスムーブメント 
第７週  流域における土砂移動、山地水文 
第８週  渓流工事と山腹工 
第９週  森林影響論 
第１０週 気候変動と環境防災 
 
３．参考書  
環境防災学 （授業時に配布）  
そのほか、必要に応じ資料を配布する 

 
４．備考  
１）成績は出席とレポートの結果で評価する。 
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01AD502 フィールド環境防災学  
秋学期： 金曜日１，２時限 １・２年次対象（２単位） 

教員： 石井靖雄，小山内信智，井上公夫，石塚忠範，秋山一弥 
 
１．授業概要  
豪雨、地震、火山噴火などに伴う環境災害に対し、総合的な対策を検討するために必要

な観点、基本的な調査・解析のための技術から、計画策定、実施に至るまでの諸プロセス

で検討しなければならない項目や観点、評価技術などについて具体的なフィールドを例に

あげつつ講述し、総合力としての環境防災技術について考察する。 
 
２．授業内容  
第１週  流域の荒廃と山腹工 
第２週  大規模土砂災害時の現場対応 
第３週  大規模崩壊地域の砂防 
第４週  微地形判読 
第５週  大規模崩壊地域と土石流対策 
第６週  地すべりの調査 
第７週  現場の計測技術（土石流等検知センサー、大規模土砂移動検知システム積、 

火山灰堆積厚、天然ダム水位、など） 
第８週  急傾斜地崩壊調査・対策、雪崩調査・対策 
第９週  地すべり対策の計画 
第１０週 地すべりの緊急対応、解説 
 
 
 
３．参考書  
授業中に紹介する。 
 
 

４．備考  
成績は、出席情報と課題レポートの結果で評価する。 
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01AD523 環境防災計画論Ⅱ  
春学期： 月曜日 3 時限 １年次・２年次対象（１単位） 

教員：小山内信智，蒲原潤一，内田太郎， 
藤村直樹，木下篤彦  

１．授業概要  
 国土技術政策総合研究所と土木研究所の研究官による講義。環境防災対策を効率的かつ

効果的に実施するため、砂防施設計画、砂防施設設計、土石流・流木対策施設の計画・設

計などの実際について具体的な事例を踏まえつつ講述する 
 
２．授業内容  
第１週  総論、総合的な土砂管理 

第２週  水系砂防被害推定手法 

第３週  砂防施設配置計画 

第４週  砂防施設設計① （砂防堰堤） 

第５週  砂防施設設計② （渓流保全工） 

第６週  砂防事業評価 

第７週  土石流・流木対策調査、計画 

第８週  土石流・流木対策施設設計 

第９週  鋼製砂防施設設計 

第１０週 災害復旧・復興・地域づくり 

 

 
３．参考書  
必要に応じ資料を配布する 
参考書，参考文献は講義で示す。 

 
４．備考  
成績は、出席状況と課題レポートの結果で評価する。 
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01AD513 環境防災施設論Ⅰ 
春学期： 月曜日 4 時限  １年次・２年次対象（１単位） 

教員： 牧野裕至，林数一，木村佳嗣，守山浩史， 
萩原弘，森雅人，綿貫明 

  
１．授業概要 
環境防災施設についての基本的な講義。防災対策においては自然環境､人間の生活環境と

の調和を重視するとともに､地球温暖化防止に寄与する技術開発とこれを活用した環境防

災施設の整備が求められている。講義では､自然石を用いた石積施設、非コンクリート化施

設、鋼製構造物など環境にやさしい新技術について、技術開発の現状とその機能特性、品

質管理法、施工法、維持管理法について具体的事例を紹介しながら講述する。 
 
２．授業内容  
第１週  総論：環境防災施設とその役割・文化的位置価値 
第２週  石積砂防設備：砂防の歴史と石積み砂防設備 
第３週  柔構造物①：柔構造物の歴史と役割 
第４週  柔構造物②：柔構造物の設計・施行・演習 
第５週  透過型構造物①：透過型構造物の歴史と役割 
第６週  透過型構造物②：透過型構造物の設計・施行・演習 
第７週  透過型構造物③：行政の先端からの透過型構造物 
第８週  ボンテラン工法：ボンテラン工法の開発と設計・施行 
第９週  山腹工：山腹工の歴史と役割、設計・施工 
第１０週 まとめ：次世代に繋ぐ環境と防災、文化 
 
 
３．参考書  
必要に応じ資料を配布する 
参考書，参考文献は講義で示す。 

 
４．備考  
成績は、出席状況と課題レポートの結果で評価する。 
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01AD512 環境防災危機管理論  
春学期： 金曜日 5 時限 １年次・２年次対象（１単位） 

教員：水野秀明，小山内信智 
 
１．授業概要  
集中豪雨や地震による山腹崩壊、地すべりによる天然ダム形成などの大規模土砂災害へ

の対応についての講義。大規模土砂災害の発生直後からの危機管理（緊急調査、情報、機

関連携、警戒避難体制、応急対策）に加えて、平常時における防災訓練の考え方について

述べるとともに、天然ダム形成に危険度を事前に把握するための微地形判読方法について

も講述する。 
 
２．授業内容  
第１週  大規模土砂災害危機管理に関する総論 
第２週  大規模土砂災害（天然ダム）発生事例・調査方法 
第３週  緊急調査・土砂災害緊急情報に関する手法・解析法 
第４週  天然ダムの決壊過程・決壊時流量解析技術 
第５週  天然ダム越流決壊時の氾濫予測 
第６週  土石流氾濫計算の演習 
第７週  天然ダム形成時における応急対策 
第８週  深層崩壊の発生機構と危険箇所抽出法 
第９週  土砂災害発生時の現場マスコミ対応（小山内信智） 
第１０週 土砂災害時における住民避難 
 
３．参考書  
必要に応じ資料を配布する 
参考書，参考文献は講義で示す。 

 
４．備考  
成績は、出席状況と課題レポートの結果で評価する。 
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01AD520 地域環境防災基本論 
秋学期： 金曜日３時限 １年次・２年次対象（１単位） 

教員：森俊勇，北俊夫，三島和子 
 
１．授業概要  
地方自治体の首長や幹部職員及びその経験者、並びに学識経験者による講義。都市化、

過疎化、市町村合併、少子高齢化、土地利用など社会環境の変化により地域が抱える環境

防災の課題を踏まえて、地方自治体の環境防災への取り組みの現状と今後の方向について

述べると共に、防災情報、防災教育、住民啓発、ＮＰＯ活動など地域防災力を高めるため

に欠くことのできない施策の考え方について具体的事例を紹介しながら講述する。 
 
２．授業内容  
第１週 総論 ①防災の視点から見た中山間地の実態 ②自然災害への対応 

第２週 土砂災害の発生と砂防関係施策の推移 

第３週 土砂災害に対するマスコミの取り上げ方と課題 

第４週 土砂災害に関する情報 

第５週 リスクコミュニケーション（１） 

第６週 リスクコミュニケーション（２） 

第７週 防災教育の現状と課題-自然災害防止教育の観点から－  

第８週 今後の防災教育の方向性－自然災害防止教育の教材と実践－ 

第９週    地域防災力の向上に向けて 

 

３．参考書  
必要に応じ資料を配布する 
参考書，参考文献は講義で示す。 

 
４．備考  
成績は、出席状況と課題レポートの結果で評価する。 
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01AD521 地域環境防災実践論 
秋学期： 金曜日４時限  １年次・２年次対象（１単位） 

教員： 三木洋一，中村浩之，内山均志，藤平大 
                   原田照美，細川容宏，掛野大輔 

１．授業概要  
毎年全国で頻発する土砂災害から住民の生命を守るため、土砂災害防止法に基づき「土

砂災害（特別）警戒区域」の指定が各都道府県で進められている。講義では、まず土砂災

害防止法の概要及び区域設定の考え方について述べ、次に大雨時の警戒避難に係わる情

報・体制、災害に強いまちづくり、住民主役の防災、土地利用規制などのあり方について

事例を紹介しながら講述する。 
 
２．授業内容  
第１週  総論 

第２週  基礎調査における区域設定の考え方Ⅰ 

第３週  基礎調査における区域設定の考え方Ⅱ 

第４週  基礎調査における区域設定の考え方Ⅲ 

第５週  土砂災害防止法に基づく土地利用規制等 

第６週  土砂災害防止法とまちづくり 

第７週  住民主役の土砂災害警戒避難 

第８週  土砂災害防止法への取り組み 

第９週  住民との合意形成 

第１０週 課題研究（土砂災害防止法への取り組み） 

 

 
３．参考書  
必要に応じ資料を配布する 
参考書，参考文献は講義で示す。 

 
４．備考  

成績は、出席状況と課題レポートの結果で評価する。 
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01AD518 国際環境防災論  
春学期： 集中講義 １年次・２年次対象（１単位） 

教員：下田義文，石黒久，大井秀臣 
 

１．授業概要  
環境防災分野の海外技術協力経験者による講義。開発途上国の発展のためには災害に

強い国づくりが基本であり、各々の国の社会情勢にあった防災技術移転のあり方、継続

的な人材育成のあり方、住民参加によるコミュニティー防災力向上のあり方などについ

て講述する。また、ネパールの自然社会と防災について地域との民間交流を交えて講述

する。 
 
２．授業内容  
第１回  世界の自然災害の発生状況 

第２回  防災分野における国際協調 

第３回  3.11 の教訓及び気候変動を考慮した Post-2015 の課題 

第４回  日本が受けた援助 

第５回  砂防国際協力現場における計画・設計・施工・技術指導の事例 

    （メラピ火山噴火対策、バワカレン山大崩壊対策、アンボン島天然ダム対策） 

第６回  ネパールでの灌漑工事と土砂災害 

 
３．参考書  
必要に応じ資料を配布する 
参考書，参考文献は講義で示す。 

 
４．備考  
成績は、出席状況と課題レポートの結果で評価する。 
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01AD516 環境防災高度技術論 
春学期：集中講義 1 年次・２年次対象（１単位） 

教員： 水野秀明，小野寺浩，阿久津亮夫，小川紀一朗 
 
１．授業概要  
 地震や火山噴火により大規模な土砂災害の発生が予測される場合あるは発生した場合に、

状況が時々刻々と変化していく中で急迫している危険を回避するために必要となる情報を、

航測、リモセン技術などによって被害が想定される区域・時期などを明らかにするための

緊急調査・解析技術について講述する。また、世界的な歴史的砂防施設の維持管理と世界

遺産登録に向けた技術論的思想について講述する。 
 
２．授業内容  
第１回  奄美世界遺産と新しい地域づくり 
第２回  リモートセンシング技術と砂防分野への活用技術 
第３回  航測技術と砂防分野への活用 
 
３．参考書  
必要に応じ資料を配布する 
参考書，参考文献は講義で示す。 

 
４．備考  
成績は、出席状況と課題レポートの結果で評価する。 
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01AD514 環境防災政策論  

春学期：集中講義 1 年次・２年次対象（１単位） 
教員：酒谷幸彦, 大野宏之 

  
１．授業概要  
国土交通省の行政官による講義。日本は自然・社会条件から、年間約 1000 件の土砂災害

が発生しており、環境防災が重要な課題である。まず、環境防災の関係法令、行政組織と

予算について述べ、次に環境防災の主要施策、省庁連携、施設計画、事業効果などについ

て、環境防災行政を担っている立場から講述する。 
 

２．授業内容  
第１回  砂防行政総論（大野宏之）砂防行政の目指すもの" 
第２回  砂防思想の変遷（技術論、規則、政策目的の変遷） 
第３回  砂防関係４法令、執行体制 
第４回  砂防関連予算、事業の概要 
第５回  砂防計画と施設配置 
第６回  土砂災害による被害軽減のための関係省庁との連携事例（気象庁、内閣府） 
第７回  大規模土砂災害に対する危機管理 
第８回  事業実施上の課題、事業評価 
 
３．参考書  
必要に応じ資料を配布する 
参考書，参考文献は講義で示す。 

 
４．備考  
成績は課題レポート，出席の結果で評価する。 

 

─ 23 ─



 

 24  
 

 (4)選択必修科目の講師一覧 
 
01AD517 環境防災計画論Ⅱ                 教員：小山内信智ほか  

 

月日 講師 内容 備考 

４

月 

14 日 
小山内 信智（（独）土木研究所

土砂管理研究グループ長） 
総論、総合的な土砂管理 
 

 

21 日 
内田太郎（国土技術政策総合研

究所危機管理技術研究センター

砂防研究室主任研究官） 

水系砂防被害推定手法 
 

 28 日 内田太郎 砂防施設配置計画  

５

月 

12 日 
藤村直樹（（独）土木研究所土砂

管理研究グループ火山・土石流

チーム主任研究員 

砂防施設設計①（砂防堰堤） 
 

19 日 藤村直樹 
砂防施設設計②（渓流保全

工） 
 

26 日 
蒲原潤一（国土技術政策総合研

究所危機管理技術研究センター

砂防研究室長） 

砂防事業評価 
 

６

月 

2 日 内田太郎 
土石流・流木対策調査、計

画 
 

9 日 
木下篤彦（（独）土木研究所土砂

管理研究グループ火山・土石流

チーム主任研究員） 

土石流・流木対策施設設計 
 

16 日 木下篤彦 鋼製砂防施設設計  

23 日 蒲原潤一 
災害復旧・復興・地域づく

り 
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01AD522 環境防災施設論Ⅰ                  教員： 牧野裕至ほか 

 

月日 講師 内容 備考 

４ 
月 

14 日 牧野裕至（（一財）砂防フロンテ

ィア整備推進機構総括研究員）

総論：環境防災施設とその

役割・文化的位置価値 
 

21 日 林数一（砂防施工管理研究会顧

問） 
石積砂防設備：砂防の歴史

と石積み砂防設備 
 

 
 

28 日 木村佳嗣（㈱TMS 柔構技術開発

部部長 柔構造物研究会） 
柔構造物①：柔構造物の歴

史と役割 
 

５

月 

12 日 木村佳嗣 柔構造物②：柔構造物の設

計・施行・演習 
 

19 日 守山浩史（鋼製構造物研究会） 透過型構造物①：透過型構

造物の歴史と役割 
 

26 日 守山浩史 透過型構造物②：透過型構

造物の設計・施行・演習 
 

６ 
月 

2 日 萩原弘（国土交通省関東地方整

備局企画部工事品質調整官） 
透過型構造物③：行政の先

端からの透過型構造物 
 

9 日 森雅人（ボンテラン工法研究会

テクニカルアドバイザー） 
ボンテラン工法：ボンテラ

ン工法の開発と設計・施行 
 

16 日 綿貫明（砂防施工管理研究会） 山腹工：山腹工の歴史と役

割、設計・施工 
 

23 日 牧野裕至 まとめ：次世代に繋ぐ環境

と防災、文化 
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01AD512 環境防災危機管理論                  教員：水野秀明ほか 

 

月日 講師 内容 備考 

４ 
月 

11 日 水野秀明（筑波大学准教授） 
大規模土砂災害危機管理に

関する総論 
 

18 日 
水野秀明 大規模土砂災害（天然ダム）

発生事例・調査方法（井上） 
 

25 日 
水野秀明 緊急調査・土砂災害緊急情

報に関する手法・解析法 
 

５ 
月 

2 日 
水野秀明 天然ダムの決壊過程・決壊

時流量解析技術 
 

16 日 
水野秀明 天然ダム越流決壊時の氾濫

予測 
 

23 日 水野秀明 土石流氾濫計算の演習  

 30 日 
水野秀明 天然ダム形成時における応

急対策 
 

６

月 

6 日 
水野秀明 深層崩壊の発生機構と危険

箇所抽出法 
 

13 日 
小山内信智（（独）土木研究所土

砂管理研究グループ長） 
土砂災害発生時の現場マス

コミ対応 
 

20 日 水野秀明 
土砂災害時における住民避

難 
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01AD520 地域環境防災基本論                  教員： 森俊勇ほか 

 

月日 講師 内容 備考 

10 
月 

4 日 
森俊勇（（一財)砂防フロンティ

ア整備推進機構理事長） 

"総論①防災の視点から見た

中山間地の実態 
②自然災害への対応" 

 

10 日 森俊勇 
土砂災害の発生と砂防関係

施策の推移 
 

24 日 森俊勇 
土砂災害に対するマスコミ

の取り上げ方と課題 
 

 7 日 森俊勇 土砂災害に関する情報  

11 
月 

14 日 
三島和子（セコム(株)IS 研究所

主任研究員） 
リスクコミュニケーション

（１） 
 

21 日 三島和子 
リスクコミュニケーション

（２） 
 

12
月 

5 日 
北俊夫（国士舘大学体育学部こ

どもスポーツ教育学科教授） 

防災教育の現状と課題-自然

災害防止教育の観点から－ 
環境防災 

セミナー 

12 日 北俊夫 
今後の防災教育の方向性－

自然災害防止教育の教材と

実践－ 

環境防災 

セミナー 

19 日 森俊勇 地域防災力の向上に向けて  
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01AD521 地域環境防災実践論                 教員：三木洋一ほか  

 

月日 講師 内容 備考 

10 
月 

3 日 三木洋一（応用地質㈱エンジニ

アリング本部技師長） 
総論  

10 日 
三木洋一 

基礎調査における区域設定

の考え方Ⅰ 
 

24 日 
 

中村浩之（東京農工大学 名誉

教授） 
基礎調査における区域設定

の考え方Ⅱ 
 

 

 
中村浩之 

基礎調査における区域設定

の考え方Ⅲ 
 

11
月 

7 日 内山均志（(一財)砂防フロンテ

ィア整備推進機構研究第一部次

長） 

土砂災害防止法に基づく土

地利用規制等 
 

14 日 藤平大（高知県土木部防災砂防

課長（前都市防災対策推進室企

画専門官）） 

土砂災害防止法とまちづく

り 
 

21 日 原田照美（広島市自主防災連合

会会長） 
住民主役の土砂災害警戒避

難 

環境防災 

セミナー 

12
月 

5 日 
細川容宏（長野県砂防課長補佐）

土砂災害防止法への取り組

み 
 

12 日 掛野大輔（長野県小県郡長和町

総務課主査） 
住民との合意形成  

19 日 
三木洋一 

課題研究（土砂災害防止法

への取り組み） 
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01AD518 国際環境防災論                   教員：下田 義文ほか 

 

月日 講師 内容 備考 

７ 
月 

17 日 

大井英臣（(一社）国際砂防協会

会長） 
世界の自然災害の発生状況  

大井英臣 防災分野における国際協調  

大井英臣 
3.11 の教訓及び気候変動を

考慮した Post-2015 の課題 
 

大井英臣 日本が受けた援助  

下田義文（八千代エンジニアリ

ング（株）相談役） 

砂防国際協力現場における

計画・設計・施工・技術指

導の事例（メラピ火山噴火

対策、バワカレン山大崩壊

対策、アンボン島天然ダム

対策） 

 

18 日 
石黒久（丸新志鷹建設㈱ ネパ

ール支店 顧問） 
ネパールでの灌漑工事と土

砂災害 
環境防災セ

ミナー 
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01AD514 環境防災政策論                   教員： 酒谷幸彦ほか 

  
 

月日 講師 内容 備考 

４ 
月 

11 日 

大野宏之（国土交通省 砂防部

長） 
酒谷幸彦（国土交通省水管理・

国土保全局 砂防部保全課砂防

施設評価分析官） 

砂防行政総論（大野宏之） 
砂防行政の目指すもの 

 

18 日 
酒谷幸彦（国土交通省水管理・

国土保全局 砂防部保全課砂防

施設評価分析官） 

砂防思想の変遷（技術論、

規則、政策目的の変遷） 
 

 25 日 酒谷幸彦 砂防関係４法令、執行体制  

５

月 

2 日 酒谷幸彦 砂防関連予算、事業の概要  

16 日 酒谷幸彦 砂防計画と施設配置  

23 日 
酒谷幸彦 土砂災害による被害軽減の

ための関係省庁との連携事

例（気象庁、内閣府） 
 

30 日 
酒谷幸彦 大規模土砂災害に対する危

機管理 
 

６

月 
6 日 

酒谷幸彦 事業実施上の課題、事業評

価 
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01AD516 環境防災高度技術論               教員：小川 紀一朗ほか  

 

月日 講師 内容 備考 

7 
月 

7 日 
小野寺浩（(株)プレック研究所

顧問 (元環境省自然保護局

長)） 
世界遺産に向けた取り組み 

環境防災セ

ミナー 

10 日 

戸田謙一（（独）宇宙航空研究開

発機構第一衛星利用ミッション

本部衛星利用推進センター防災

利用システム室長） 

リモートセンシング技術と

砂防分野への活用技術 
 

10 日 
小川紀一朗 (アジア航測 
株式会社 代表取締役社長） 

航測技術と砂防分野への活

用 
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 (5)履修登録者数一覧 
 

（注）上段：単位取得者数、下段： 履修登録者数 

学期 曜時限 科目名 履修登録者数 備考 

M1 M2 計 

春 
学期 

火3・4 環境防災学 15
(15)

3
(4)

18
(19)

 

月3 環境防災計画論Ⅱ 5
(5)

5
(5)

10
(10)

 

月4 環境防災施設論Ⅰ 7
(7)

6
(6)

13
(13)

 

金5 環境防災危機管理論 10
(11)

2
(2)

12
(13)

 

集中 環境防災政策論 5
(6)

1
(1)

6
(7)

4月11日（金） 
～6月6日（金） 

集中 国際環境防災論 6
(5)

1
(1)

7
(7)

7月17日（木） 
～18日（金） 

集中 環境防災高度技術論 5
(5)

0
(0)

5
(5)

7月7日（月） 
7月10日（木） 

秋 
学期 

金1・2 フィールド環境防災学 6
 (6)

1
(1)

7
(7)

 

金3 地域環境防災基本論 8
(8)

3
(4)

11
(12)

 

金4 地域環境防災実践論 8
(8)

2
(2)

10
(10)
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(6) 講座専攻院生 
平成 26 年度の環境防災学講座専攻院生は、以下のとおりである。 
博士後期課程 3 名 

 
博士前期課程 2 年 4 名 
       1 年 5 名 

 

 
 
2.2.2 実践実習 

環境科学専攻と持続環境学専攻では、実践能力を養うため、国内と海外でさまざまなイ

ンターンシップを行っている。環境防災学プログラムは、環境防災に関わるフィールドで

の実践実習がプログラムの履修が必修となっている。平成 26 年度は、以下のとおり、6 名

が中期実践実習を履修した。「期間」は現地における実習期間である。 
 
・環境科学実践実習Ⅲ 

課程 氏 名 学 年 備 考 

後期 
尾関 信幸 H22 入 社会人学生 
照沼 利浩 H23 入 社会人学生 
秋山 怜子 H24 入 社会人学生 

前期 

西村 直記 2 年 社会人学生 
中根 和彦 2 年 社会人学生 
関根 敬 2 年 社会人学生 
王 褘 2 年 留学生 
神保 啓 1 年 社会人学生 

江藤 稚佳子 1 年 社会人学生 
阿部 拓海 1 年 社会人学生 
劉 詩雨 1 年 留学生 

大賀 知将 1 年 一般学生 

氏名 実習先 実習名 期間 

神保 啓 ㈱北陸ジオテック 
環境リサイクルに関する実践

実習 
H26.7.22〜8.1 

江藤 稚佳子 ㈱鹿島建設 
平成 26 年度紀伊半島の河道

閉塞の抜本対策工事に関する

実践実習 
H26.7.22〜8.1 
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・環境科学実践実習Ⅰ 

 
 学生を受け入れ実践実習について指導していただいた会社に研究科長から感謝状を贈っ

た。 
 
 

   

阿部 拓実 大日本土木㈱ 
木曽川水系超百川砂防に係わ

る堰堤築造工事ならびに袖部

法面対策工に関する実践実習

H26.7.28〜8.8 

劉 詩雨 ㈱神戸製鋼所 
平成 26 年度環境防災施設の

製造・施工法と施設効果評価

に関する実践実習 
H26.7.28〜8.8  

大賀 知将 

国土交通省近畿地

方整備局大規模土

砂災害対策技術セ

ンター 

平成 26 年度大規模土砂災害

対策技術に関する実践実習 
H27.1.21〜1.31 

関根 敬 ダイチ㈱ 山腹工に関する実践実習 H26.8.4〜8.8 
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2.2.3 プログラム修了生 
 
平成 26 年度のプログラム修了生は以下の 6 名であり，このうち環境防災学講座に所属し

ていた学生は西村、中根、関根、王の 4 名である。プログラムの修了生には，学位記のほ

かプログラム修了証が授与された。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

氏名 研究テーマ 指導教員 

西村 直記 
降雨や濁水が避難行動に係わる目標物の視認に与

える影響 
西本 晴男 

中根 和彦 
砂防堰堤の下流法勾配及び石積形状に着目した近

代日本砂防技術確立期における欧州アルプス砂防

の影響 

西本 晴男 

関根 敬 崩壊土砂の突入に伴う段波の形成・遡上過程の解明 水野 秀明 

王 褘 
中国における土砂災害対策としての群測群防体系

の方策 
西本 晴男 

經隆 悠 
大規模崩壊地における土石流の流下と、微地形条

件の相互作用 
堀田 紀文 

久保 友春 
角捕渓での崩壊履歴が台風 Morakot による災害

に与えた影響 主に河床変動計算を扱う 
堀田 紀文 
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2.2.4 その他 

 
（１） 専攻共通科目 

環境防災学講座の水野秀明准教授が平成 26年度に行った専攻共通科目の講義は以下の

とおりである。 
 

月 日 科目番号 授業科目名 内 容 

4 月 30 日 
水曜日 2 限 

01AD005 環境科学概論 
自然災害と対策 

土砂移動現象、災害対策基本法、ハード

対策・ソフト対策の説明 

10 月 22 日 
水曜日 2 限 

01AD112 

Exercises   

in 

Environmental

Sciences 

 

Natural disaster prevention 

11 月 11 日～ 
12 月 9 日 
火曜日 3・4 限 

01AD592 

Prevention  

And 

Mitigation Of 

Sediment 

Disaster 

 

土砂災害に対する危機管理、砂防基本計

画策定指針(土石流･流木対策編)、土石

流・流木対策施設設計指針の説明と演習、

土砂災害特別警戒区域の設定手法の説明

及び演習 
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（２）国土交通省砂防部長による特別講演及び学生との懇談会 
 
 平成 26 年 4 月 11 日(金)に、国土交通省砂防部長の大野宏之氏に 17：00 から約 1 時間「砂

防行政の目指すもの」と題して特別講演をしていただいた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
講演の様子 

 
特別講演の前に砂防部長と環境防災学講座の院生との懇談会を 15：45から 1時間行った。 

学生からは、砂防行政の課題と今後の方向性についての具体的な質問をする等、また砂防

部長からは当講座で多くの事を学び今後の砂防技術業務に携わるにあたっての励ましの言

葉をいただき、有意義かつ貴重な懇談の場となった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

懇談会の様子 
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2.3 研究活動 

2.3.1 研究発表 

平成 26 年度の環境防災学講座の常勤教員及び学生の発表論文等は、著書が 1 編、その他

12 編であった。以下に論文のリストを記載する。 
 
 
(1) 著書 
1) 南哲行，小山内信智，蒲原潤一，大野宏之，亀江幸二，渡正昭，石井靖雄，石塚忠範，

岡本敦，越智英人，後藤宏二，武士俊也，田村圭司，筒井智紀，中谷洋明，西本晴男，

野呂智之，原義文，水野秀明，山口真司，吉村元吾：現代砂防学概論，古今書院，184p,2014 
 
(2) 国際学会 
1) Haruo.Nishimoto：RERATIONSHIP BETWEEN EUROPEAN COUNTRIES AND 

JAPAN IN THE FIELD OF EROSION CONTROL AT THE BEGINNING OF THE 
20thCENTURY,Abstract Proceedings of the 2014 International Debris-Flow 
Workshop,pp.T04-2,2014 

2) Takaaki Ankai,Hideaki Mizuno,Takashi Sekine:NUMERICAL ANALYSIS OF 
BLOCKAGE IN A CHANNEL WORK BY STONY DEBRIS FLOWS,PROCEEDINGS 
OF The 5th International Workshop on Multimodal Sediment Disaster, pp.49-56,2014 

 
(3) 国内学会等 
1) 西本晴男，鈴木雅一，小山内信智，執印康裕，堀田紀文，三上幸三：写真で見る荒廃状

況の変化－諸戸北郎博士の写真からの考察－，平成 26 年度砂防学会研究発表会概要集

B，pp.198-199，2014 
2) 大村さつき，西本晴男：地域特性を考慮したアンケート式自己学習プログラムによる 

住民の土砂災害に対する防災意識向上手法，平成 26 年度砂防学会研究発表会概要集 B，

pp.168-169，2014 
3) 田中義成，西本晴男，三木洋一：小学校における土砂災害の防災教育実践方法，平成

26 年度砂防学会研究発表会概要集 B，pp.166-167，2014 
4) 島健，西本晴男，北原哲郎，秋山浩一：オーストリアにおける砂防堰堤の特徴，平成

26 年度砂防学会研究発表会概要集 B，pp.268-269，2014 
5) 水野秀明，安海高明，関根敬：連続した湾曲部における流れの再現計算，平成 26 年度

砂防学会研究発表会概要集 A，pp.206-207，2014 
6) 安海高明，関根敬，水野秀明：流路内で発生した巨礫の停止課程に関する考察，平成

26 年度砂防学会研究発表会概要集 A，pp.192-193，2014 
7) 関根敬，水野秀明，安海高明：水の急激な流入による湛水池の水位変化の再現計算， 
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平成 26 年砂防学会研究発表会概要集 A，pp202-203，2014 
8 ) 田中隆文，石尾浩市，今村隆正，逢坂興宏，亀江幸二，後藤宏二，鈴木清敬，西本晴

男，尾頭誠，深見幹朗，町田尚久，松浦純生，松本美善：公募研究会「砂防学におけ

る「知の野生化」研究会」報告－防災の想定外を想定していくためには何が必要か－，

平成 26 年砂防学会研究発表会概要集 A，pp130-131，2014 

9) 尾関信幸，亀沢奈央：砂防堰堤におけるコンクリートの施工技術の変遷，平成 26 年度

砂防学会研究発表会概要集 B，pp.404-405，2014 

10) 鈴木雅一，西本晴男：砂防の先人達の大学卒業写真－大正期の東京大学諸戸北郎教授 

関連資料より－，砂防と治水，Vol.47. No.4. pp88-89, 2014 

 

 
2.3.2 受賞 

1) 鈴木拓郎，水野秀明，小山内信智，平澤良輔，長谷川祐治：音圧データを用いた 
ハイドロフォンによる掃流砂量計測手法の開発，平成 26 年度砂防学会賞，技術賞  
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2.3.3 現地調査 

(1) 国内 
1) 平成 26 年 6 月 5 日～6 日：熊本県 
 

6 月 5 日～6 日に、教員 1 名と院生 4 名が砂防ボランティアの活動状況や、土砂災害防止

に向けた取り組みを知るため、熊本県で行われた『砂防ボランティア全国のつどい及び『土

砂災害防止「全国の集い」』に参加した。 
  5 日は、『砂防ボランティア全国のつどい』に参加し、利根川水系砂防ボランティア会の

活動報告をはじめとし、全国の砂防ボランティアの活動状況と課題について学んだ。砂防

ボランティアへの期待が高まっている一方で会員の高齢化等の課題があることを感じた。

次に、『土砂災害防止「全国の集い」』に参加し、藤井聡京都大学大学院教授の基調講演『国

土強靭化と国土保全』や、パネルディスカッション等を聞き、土砂災害対策の必要性と様々

な課題があることを再認識した。パネルディスカッションは、『土砂災害の激甚化に備える』

と題し、竹内裕希子熊本大学大学院准教授、作田潤一南阿蘇村立久木野中学校長、西川裕

津奈木町長、熊本県五木村保険福祉課長をパネリストに迎えとともに、北園芳人熊本大学

大学院教授、大野宏之国土交通省砂防部長をコメンテーターとして迎え、土砂災害の防災

教育等の活発な議論が行われた。 
６日は、 『土砂災害防止「全国の集い」』の現地研修会に参加し、川辺川ダム砂防事務所

のご協力もと、五木村横手谷深層崩壊跡地の現地調査を行った。また、緊急調査に用いる

レーザー距離計による距離計測をさせていただくとともに、ＵＡＶの飛行撮影を見学をし

た。 
 
 
 
 
 

【砂防ボランティア全国のつどい】 

 
 会場の様子 協会活動報告の様子 
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【土砂災害防止「全国の集い」】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

会場にて パネルディスカッション 

横手谷公園災害復興記念碑 レーザー距離計による距離計測 
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2) 平成 26 年 7 月 14 日～16 日：福井県 
   

7 月 14 日～16 日に、教員 1名と院生 5名が、福井県内の砂防施設調査，現地における施

工上・計画上の工夫調査，平成 16年福井豪雨災害の復旧状況調査のため現地調査を行った。 

 

 

現地調査を行った施設は下表のとおりであり、計 14 箇所の施設の現地調査を行った。 

日付 調査地域 調査対象 

7 月 14 日 鯖江市・越前市 大谷川砂防堰堤・金谷地区砂防施設(堰堤、渓流保全

工等)・三ツ俣川砂防堰堤(本堤[ダブルウォール工

法]、副堰堤[鋼製堰堤])・高尾川親水公園・災害関連

急傾斜地崩壊防止施設(擁壁工)・岡本川砂防堰堤(ア

ーチ式ダム) 

7 月 15 日 福井市・大野市・

南条郡南越前町 

飯降地区雪崩対策（雪崩防護擁壁工等)・蔵作地区(蔵

作川砂防堰堤[ダブルウォール工法]、渓流保全工

等)・神宮川砂防施設(堰堤、渓流保全工、函渠等)・

岩窟谷川砂防堰堤・アカタン砂防(明治期の石積堰堤)

7 月 16 日 丹生郡越前町 前谷川鋼製砂防堰堤、糠川河川トンネル、梅浦川砂防

施設、急傾斜地崩壊防止施設(吹付枠工等) 

 

 

神宮川砂防施設は出水時に集落内においては函渠で流下させる計画となっている。上流

にある砂防堰堤で土石流を捕捉するとともに、函渠内への常時の土砂流入を防ぐため、函

渠より上流側に沈砂池が配置されていた。また、出水後に函渠内に土砂が堆積した場合に

は、容易に撤去できるよう重機が立入れる大きさの開口部が函渠中間部に設けられている

など、この砂防施設を計画するにあたり様々な工夫がなされていることを学んだ。 
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神宮川砂防堰堤             神宮川 沈砂池 

 
 

  
神宮川砂防 函渠の起点         神宮川砂防 中間部の開口部 

 
 

 
神宮川砂防 函渠の終点 
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平成 16 年の福井豪雨により前谷川では土石流が発生したが、当該鋼製砂防堰堤が土砂を

補足したことにより下流への被害拡大を抑止したとされる。今回調査時においては堰堤前

面の土砂は撤去されており、土石流の衝突痕を確認できたほか、土砂の撤去により堰堤は

機能を回復していた。 

  
前谷川鋼製堰堤          前谷川鋼製堰堤 土石流の衝突痕 

 

 

 このほか調査した施設の一部の現地写真を以下に示す。 

  
三ツ俣川砂防堰堤             岡本川砂防堰堤 
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飯降地区雪崩対策 雪崩防護工          蔵作川砂防堰堤 

  
 

  
アカタン砂防 奥の東堰堤        急傾斜地崩壊防止施設 
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3) 平成 26 年 8 月 26 日～29 日：北海道 
  

8 月 26～29 日に、教員 1 名と院生 6 名が火山砂防事業について、北海道の樽前山、有珠

山、十勝岳を事例に計画、設計、施工、維持管理について調査した。 
また、東京大学北海道演習林において森林生態および森林管理の概要について調査した。 
 

8 月 26 日は、樽前山における火山砂防事業について調査した。樽前山では錦多峰川や覚

生川における融雪型火山泥流を対象とした日本国内でも稀な鋼矢板セル型の透過型砂防堰

堤の計画や施工方法、ならびに緊急減災対策としてコンクリートブロックによるスリット

部分の閉塞方策について調査した。 
8 月 27 日は、有珠山における火山砂防事業について調査した。有珠山では噴火の際には

火山活動による地盤変動が顕著に発生するため、地盤変動にもある程度追従可能な、二重

鋼矢板壁堰堤や導流堤について調査した。2000 年噴火からの復興施策として、噴火による

危険地域と居住区域を明確に区分し、危険地域の建築物は移転するといった生活環境に配

慮したまちづくりが行われていた。また三松正夫記念館や、洞爺湖ビジターセンター、洞

爺湖有珠山ジオパークにおいて、噴火の経歴や 2000 年噴火の災害遺構などを調査した。 
8 月 28 日は、十勝岳における火山砂防事業について調査した。十勝岳では既存施設を活

かした土石流対策から火山泥流対策への転換に関する計画や、世界最長の鋼製透過型堰堤

（L=917m）、大規模な火山泥流を減勢するための鋼製スクリーンダム、INSEM 工法、環

境に配慮した砂防施設などの計画、設計、施工について調査した。また、監視カメラやワ

イヤーセンサー、関係機関による情報の共有など十勝岳噴火へのソフト対策について調査

した。 
8 月 29 日は、東京大学北海道演習林において、北海道演習林が独自に行っている林分施

業法や、択伐といった木材生産や森林の成長に効果的な森林の管理手法、森林生態などに

ついて、芝野教授（演習林長）の案内で調査した。また、上富良野開拓記念館では、1926
年（大正 15 年）の十勝岳噴火により発生した大規模な融雪型火山泥流による被災状況につ

いて、当時の映像および写真などから学んだ。 
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樽前山錦多峰川 鋼製セル型堰堤 樽前山覚生川 鋼製セル型堰堤 

有珠山源太川 災害遺構 有珠山西山川 二重鋼矢板の鋼製堰堤 

十勝岳美瑛川 INSEM 工法による袖部 十勝岳 尻無沢流路工 
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十勝岳 火山砂防情報センター 監視室 十勝岳 富良野川 底面スクリーンダム 

十勝岳 富良野川 鋼製透過型堰堤 十勝岳 富良野川 鋼製透過型堰堤内部 

東京大学北海道演習林 「泥流地帯」文学碑 
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4) 平成 26 年 9 月 13 日～14 日：長野県 
  

Field trip on Disaster Prone Areas at Nagano Prefecture 

September 13 – 14, 2014 

Field trip have been done by a group of student consist of 6 Master’s student of 
Environmental Disaster Prevention Research Laboratory, University of Tsukuba and 1 
exchange research student from Gadjah Mada University, Indonesia to disaster prone 
areas at Nagano Prefecture. This group were supervised by Assoc. Prof. Hideaki 
Mizuno. 

Debris flow in Kiso-gun, Nagiso-machi, Nagano Prefecture 
Debris flows triggered in Nagiso-machi on July 9, 2014 by 40 minute heavy rain 

around 17:00 resulting from Typhoon No. 8 (Neoguri typhoon). The debris flows 
occurred on Nashizawa stream, a tributary that flows into the Kiso River. A large 
amount of mud overflowed in an about 100-meter-wide area of the tributary about 500 
meters from the point where it joins the Kiso River. This debris also swept away some 
residential home, a steel bridge on the JR Chuo Line and concrete bridges located 
around the stream. As the result, one resident, 12-year-old first-year middle school 
student, was dead. Some residents also evacuated due to this disaster. 

Initially, two open type dams as the countermeasures existed in the upper reach of 
the site, respectively. Due to the debris flow, one of the dam broke and allowed the 
debris flew away to the downstream. A temporary dams made of concrete was being 
established to cover the broken dam.  

 

 

 

 

 

Figure 1. One of the open type dam stood still catching the debris. Several backhoe 
were operated to dredge the debris in order to normalize the capacities of the Sabo.    
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At the time, Nagiso was suffered by heavy rain resulting from Typhoon No. 19. The government 
put sand bag and tetrapod at the bending point of the stream to protect the housing residents. 

 
Figure 2. Sand bag and tetrapod as temporary countermeasures placed in riverbank to prevent 
the debris hit the housing resident. One child was dead when the debris hit his house on July 9, 
2014.  
  
Volcanic ash flow in Outaki river, Nagano Prefecture 
Mount Ontake erupted on September 27, 2014 killing over 50 people and sending a plume of 

smoke and ash in to the sky. This plume and ash transported and formed deposits in some 
places. Outaki River which is located about 10 kilometres from the summit of Mount Ontake 
became one of the transportation media of this deposition. Based on the observation, the river 
flow turned in to grey and more viscous as the volcanic ash contamination. Moreover, some 
deposition were formed in the riverbank. 

 
Figure 3. Deposition of Mount Ontake ash transported by Outaki river flow. The water flow 
turned into grey and more viscous as the contamination of the ash.  
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5) 平成 26 年 11 月 9 日～10 日：広島県 
  

11 月 9～10 日に、教員 1 名と院生 1 名が、平成 24 年 8 月 20 日に広島市において豪雨に

より発生した土砂災害の状況について、現地調査を行った。また、廿日市市宮島に整備さ

れた歴史的砂防施設の現地調査を行った。 
11 月 9 日は、廿日市市宮島に整備された歴史的砂防施設について調査した。宮島は、文

化財保護法に基づく「特別史跡・特別名勝 厳島」ならびに天然記念物「弥山原始林」、自

然保護法に基づく「瀬戸内海国立公園 特別保護区」に指定されているため、景観と環境

に配慮した砂防事業が行われている。 
平成 17 年の台風 14 号によって土石流が発生した白糸川では構造物の威圧感を和らげる

ために堰堤の外観や、渓流保全工が自然石積により修景されており、景観に調和した砂防

工事が行われていた。 
昭和 20 年の枕崎台風によって土石流が発生した紅葉谷川では史跡・名勝にふさわしい渓

流の整備を目標として、庭園砂防と称される砂防工事が行われている。紅葉谷に堆積した

巨石や大小の石礫を野面石のまま使用した護岸や、庭園風の石組みの床固め工などは、周

囲の風景と調和しており、見事な景観であった。 
11 月 10 日は、広島市において平成 26 年 8 月 20 日に発生した土砂災害箇所である緑井

７丁目、八木３丁目、八木４丁目、可部東地区、山本地区について現地調査を行った。広

島市では 8 月 19 から 20 日にかけて最大 3 時間雨量 184mm の強い雨が降り、166 件の土

砂災害が発生した（うち、土石流 107 件、がけ崩れ 59 件）（国土交通省ウェブサイトより）。 
土石流が発生した緑井・八木・河辺東地区に整備されていた既存の水路は幅 1.5m 程度で

あり、平常時は流量の少ない地区でも上流に土石流対策施設がなければ、豪雨などにより

多量の水が供給されることで、土砂災害へと至ることを理解した。また、緑井・八木地区

は道路勾配が 8 度～10 度と急勾配な条件で宅地が造成されており、万一の場合の避難の際

に、高齢者の方にとっては徒歩での移動が大変ではないかと思った。さらに災害直後は道

路上を川のように水が流れていたというお話を伺った。道路上を水が流れることで転倒な

どの危険性が増加することを理解した。 
緑井・八木地区では、家屋や県営住宅が土石流により破壊されていた。山本地区ではが

け崩れが発生し、家屋の１階部分が損傷していた。 
今回現地調査を行ったほとんどの地区では、損壊した建物や、流下した土砂は既に大部

分が撤去されていたが、潰れた車両や巨石が現場に残っており、土石流による土砂災害被

害の甚大さを実感できた。 
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白糸川２号砂防堰堤 白糸川渓流保全工 

紅葉谷の石積堰堤 紅葉谷の野面石の護岸と床固め工 

緑井地区の被災状況 八木３丁目県営住宅の被災状況 
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八木３丁目の既存水路 八木３丁目の巨石と損壊車両 

八木４丁目の応急対策状況 八木４丁目の被災状況 

河辺東地区 土石流が発生した沢 山本地区 がけ崩れ発生個所 
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6) 平成 26 年 11 月 11 日：神奈川県 
 

11 月 11 日に、教員 2 名と修了生 1 名、院生 1 名が関東大震災で荒廃した後の復旧事業

が活発に行われた神奈川県丹沢山地において、昭和の初めに築造された歴史的砂防施設お

よび山腹の植生状況について現地調査を行った。 
神奈川県丹沢山地においては、関東大震災で荒廃した後の復旧事業が行われており、昭和

の初めに築造された堰堤や当時の山地の写真などが、東京帝国大学教授の諸戸北郎博士の

アルバムに残っている。 
本調査では、神奈川県山北町三保ダム上流の小川谷、河内川および静岡県小山町の湯船沢

と明神峠において調査を行った。 
小川谷では、「砂防」第十二號（昭和五年七月）の諸戸博士の論文「昭和五年五月相模丹

澤御料林視察旅行日記」に記載されている内務省の堰堤を調査した。 
   ヌタノ沢ではシカの食害による植生への影響と土砂流出量の関係がモニタリングされて

おり、量水堰堤および植生保護柵の状況を調査した。 
湯船沢では大正の終わりから昭和の初めにかけて築造された３基の石積堰堤が現存して

いた。築造後の土砂流出により堰堤の一部は埋没しているものもあったが、袖部の形状や、

銘板より諸戸北郎博士のアルバムにある堰堤と同一のものと判断した。90 年以上前に築造

された堰堤が現在もその効果を発揮している。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
小川谷の内務省堰堤                                箒杉 

堤高 10m                              幹回り 12m、樹高 45m 
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ヌタノ沢 量水堰堤 湯船沢下流堰堤 
竣功 昭和 5 年 6 月 13 日 
内務省東京土木出張所 

 

湯船沢堰堤 
着手 大正 14 年 5 月 
竣功 昭和 11 年 2 月 
内務省東京土木出張所 

湯船沢上流堰堤 
起工 昭和 3 年 6 月 21 日 
竣功 昭和 4 年 11 月 24 日 

内務省東京土木出張所 
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7) 平成 26 年 11 月 13 日：東京都 
   

11 月 13 日に教員 1 名と修了生 1 名、院生 1 名が東京都水源林において大正初期に整備

された歴史的砂防施設の現地調査を行った。 
東京都水源林では、明治 34 年より東京府が水源涵養を目的として、治山事業が進められて

おり、大正～昭和初期に築造された砂防堰堤が数多く残存している。また、大正時代に撮

影された写真も保存されていることから、当時の流域の荒廃状況と現在の状況を比較する

ことで、森林の回復状況を確認することができる。 
明治末から昭和にかけて東京都水源林の治山事業を指導していた東京帝国大学教授の諸

戸北郎博士のアルバムには当時の堰堤の写真が残されており、今回は当時の写真と現在の

状況とを見比べながら調査を行った。 
調査は、東京都水源林落合出張所周辺の柳沢峠、長尾澤、金場澤、JR 奥多摩駅付近の氷

川集落寺地において行った。 
柳沢峠では、東京都水源林の碑が建立されていた。 
長尾澤では、石積堰堤 4 基とコンクリート堰堤 1 基を確認した。 
金場澤では、量水堰堤 2 基と石積堰堤 1 基、コンクリート堰堤 3 基を確認した。 
奥多摩町旧氷川村寺地では、石積堰堤 3 基を確認した。 
およそ 100 年前に築造された堰堤が残存し、現在ものその効果を発揮していることや、

荒廃していた山地に森林が回復している様を目の当たりにし、これらの堰堤が森林の回復

に寄与していることを実感できた。 
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柳沢峠の「東京都水源林」の碑 長尾澤の石積堰堤（谷積） 

金場澤の量水堰堤（布積） 奥多摩町旧氷川村寺地の石積堰堤（谷積）
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8) 平成 27 年 1 月 15 日～18 日：鹿児島・熊本・長崎 
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9)平成 27 年 2 月 23 日～25 日：長崎県・鹿児島県 
 
平成 27 年 2 月 23 日～25 日に教員 1名と院生 4名、研究生 1名が九州地方(長崎県、鹿児

島県)で砂防事業及び過去の災害事例等について調査を行った。 

2 月 23 日は、長崎県島原市において湯江川、中尾川、水無川の砂防工事現場、大野木場

砂防みらい館、旧大野木場小学校被災校舎、定点、土石流被災家屋等を調査した。雲仙復

興事務所にて、佐藤所長より雲仙の砂防事業の概要について講習を受けたのち、所長自ら

現地を案内していただき、平成 2 年から平成 8 年まで続いた噴火活動で発生した火砕流や

土石流による被災状況や、砂防対策施設、危険区域（災害対策基本法第 63 条の警戒区域）

内での無人化施工について調査した。 

2 月 24 日は、午前中に鹿児島県出水市針原川において、平成 9 年に連続 398mm の豪雨に

より発生した深層崩壊による土石流災害について、鹿児島県北薩地域振興局建設部の職員

の方に砂防事業の概要についてお話を伺い、砂防堰堤や崩壊地における山腹工などの土石

流災害対策、地すべり対策について調査した。針原川の砂防堰堤では、土石流による袖部

への衝撃を緩和するため、緩衝材として古タイヤを利用した緩衝工が設置されていた。 

午後は、鹿児島県鹿児島市竜ヶ水地区において、平成 5年に最大時間雨量 89.5mm の豪雨

により発生した土石流災害について、鹿児島県鹿児島地域振興局建設部の職員の方に、砂

防事業の概要を説明していただき、被災状況や、砂防対策施設について調査した。また、

同市花倉地区においては、平成 5 年に発生した土石流により被災した花倉病院跡や、タワ

ークレーンを用いた砂防堰堤工事の現場を調査した。 

2 月 25 日は、鹿児島県桜島において野尻川、有村川、長谷川、黒神川における砂防施設

調査を行った。桜島国際火山砂防センターにて、大隅河川国道事務所および桜島砂防出張

所の職員の方に桜島の砂防事業の概要について講習を受けたのち、現地を案内していただ

いた。桜島では今なお活発に活動している火山に対して、ワイヤーセンサー、ハネルセン

サー、土石流荷重計について調査した。また、砂防堰堤や遊砂地等の砂防施設について調

査した。調査中にも空振を伴った噴火（爆発）が昭和火口より発生し、火口上噴煙高度は

2,500m（気象庁発表）に達し、桜島の火山活動が活発であることを実感した。 
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【長崎県島原市】 

大野砂防みらい館より普賢岳を望む 

 

中尾川にて砂防事業の説明を受ける 

大野木場小学校 土石流被災家屋 

 

【鹿児島県出水市 針原川】 

針原川 新設砂防堰堤と崩壊地 針原川 古タイヤを用いた緩衝工 
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【鹿児島県鹿児島市 竜ヶ水地区・花倉地区】 

竜ヶ水第 2 砂防堰堤 
 

竜ヶ水駅構内の平成 5 年災害復旧記念碑 

花倉地区 被災した病院跡 花倉地区 砂防工事の状況 
（当日資料より） 
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【鹿児島県鹿児島市桜島】 

野尻川 流路工 野尻川 底面スクリーンダム 

野尻川 ハネルセンサー 有村川 3 号堰堤 
水通し部の左岸側には土石流荷重センサー

長谷川 遊砂地工 黒神川 遊砂地工 
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 (2) 海外 

 1)平成 26 年 9 月 11 日～24 日：ドイツ・イタリア・オーストリア 

 

 9 月 11 日～24 日に教員 1名と院生 1名、建設コンサルタント会社の技術者と共同で欧州

3カ国における調査を行った。 

日本の近代砂防に大きな影響を与えたヨーロッパの砂防の歴史と現在の状況を把握する

ため、平成 26 年 9 月 11 日から 22 日にドイツ、イタリア、オーストリア、フランスを訪れ

た。 

これらの国においては、2012 年にはオーストリアでのザルツブルグ周辺の諸戸博士関連

の現場とシュタイアーマルク州の砂防施設及び災害現場の調査、フランスでのナンシー森

林大学訪問とプロバンス地方山地荒廃復旧調査を行い、2013 年にはオーストリアでのイン

川上流及びザルツブルグ周辺の砂防施設調査とウイ－ン市内の諸戸博士関連調査、フラン

スでのオート・プロバンス地方（ユバイエ川流域）とピレネー山脈地域の砂防施設調査を

行った。 

今回の調査は、これらに引き続く一連の調査として、ドイツのバイエルン州、オースト

リアのシュタイアーマルク州、イタリアのトレント市周辺フェルシナ川流域、そしてフラ

ンスのサボア県とボルドー県の砂防施設等の調査を行うとともに、ウィ－ン市において諸

戸博士の関連調査を行った。特に、オーストリアでは BOKU のヒューブル教授と砂防技術に

ついて意見交換を行い、諸戸博士と親交のあった元 BOKU のハウスカ教授の孫の方に会うこ

とが出来、農林省では砂防部長と面会し、イタリアではポンテ・アルト堰堤とマドルッサ

堰堤を調査し、フランスでは土石流が頻発する活動性河川のマニバル渓とサン・ジュリア

ン渓、そして砂防施設により素晴らしい渓流環境が創出されており、その上流でトンネル

導水工による大規模崩壊地対策が行われているモレール渓を訪れることが出来たことは特

筆できる。 

今回の調査においては、時間的な制約と言葉の問題もあり、そして現在の砂防技術の調

査、歴史的施設の調査、諸戸北郎博士の関連調査など複数の視点からの出張であったこと、

さらに一部の現場で先方の協力が得られなかったことなどから必ずしも十分な成果が得ら

れたと言えない。しかしながら、これまでの人脈を通じて調査目的、確認したい事項と訪

問したい現場について出国までに詳細を伝えていたことから、予定の現場に訪れて説明を

受けることが出来、また意見交換の中から資料提供の約束を取り付けるなど、現地調査と

資料収集の両面で一応の成果を得ることが出来たと考えている。 
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ファウケン渓の階段状の石積堰堤（ドイツ） 

 
 
 
 
 
 
                      ポンテ・アルト砂防堰堤（イタリア） 
 
 
 
 
 
 
 
トリーベンバッハの土石流ブレーカー（オーストリア） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
モレール渓の階段式砂防堰堤（フランス） マニバル渓 1890 年築造の砂防堰堤（フランス） 
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 2)平成 26 年 10 月 2 日～10 月 3 日：台湾 
 
10 月 2 日～3 日に教員 1 名と院生 1 名が台湾の台南市で開催された国際土石流会議に参

加した。 
 近年、気候変動の影響の下で、自然災害が多発している。アジア防災センターの報告に

よると、過去 10 年間において世界で毎年約 10 万人が洪水・がけ崩れ・土石流等の原因で

亡くなっている。こうした中、10 月 2 日～3 日に台湾 台南市・成功大学(National Cheng 
kung University)で 2014 International Debris-Flow Workshop (国際土石流会議)が開催さ

れた。会議には日本、中国、台湾、イタリア、カナダ、インドネシア等から 155 名の研究

者が集まった。会議では 71 名が土石流のメカニズム、対策等についての研究成果を発表し

意見交流を行った。当講座の西本教授が「20 世紀初頭の砂防分野における欧州諸国と日本

の関係」について発表した。 
 

  
        受付                発表の様子 
 

   
西本教授発表の様子             会場前での記念撮影  

  
 
 
 

─ 76 ─



 

 77  
 

3)平成 26 年 10 月 6 日：台湾 
平成 26 年 10 月 6 日に台湾台南市の成功大学（National Cheng kung University）で「The 

5th International Workshop on Multimodal Sediment Disaster」（5th MSD）が開催され

た。研究発表会では、日本、台湾、インドネシアの研究者や技術者、学生が参加し、成功

大学の謝正倫教授の基調講演に引き続き 13 件の研究発表が行われ、活発な議論と意見交換

がなされた。本講座からは、博士前期課程 2年の関根が著者を代表して「Numerical Analysis 
of Blockage in A Channel Work by Stony Debris Flow」というタイトルで発表を行った． 
 

      会場の成功大学にて        博士前期課程 2年関根の発表の様子 

─ 77 ─



 

 78  
 

2.3.4 シンポジウム 

 
(1)砂防学と地形学の連携に関するシンポジウム 
 平成 26 年 4 月 22 日に環境防災研究棟 2 階講義室において、土砂災害を防止、軽減する

ために必須となる地形に関する知見を深めることを目的として「砂防学と地形学の連携に

関するシンポジウム」を開催した。 
 シンポジウムでは、京都大学の水山高久教授から「砂防学から見た地形学」と題して、

砂防学における地形学の知見の必要性と有効性について解説があった。 
筑波大学の八反地剛講師からは「地形学から見た砂防学」と題して地形学における土砂

移動現象に係わる研究の現況と土砂災害対策への活用の可能性について解説があった。 
 砂防図書館の松本美善司書からは「砂防図書館の砂防学、地形学図書」と題して砂防に

係わる多くの文献を所蔵している砂防図書館の内容の紹介と文献の活用方法についての解

説があった。 
 環境防災学講座の西本教授は平成 26 年 4 月に環境防災研究棟内に設置した、環境防災学

と「水山高幸」文庫について解説と紹介を行った。 
 学内外から約 60 名の参加者があり、近年多発する深層崩壊に係わる両学問分野の協力の

あり方などの多くの質問が出されるなど、活発な意見交換が行われ有意義なシンポジウム

となった。 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

シンポジウムの様子 

 

 
 
 

 

シンポジウムポスター 
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シンポジウム資料 
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シンポジウム資料 
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シンポジウム資料 
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シンポジウム資料 
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シンポジウム資料 
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シンポジウム資料 
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シンポジウム資料 
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シンポジウム資料 
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シンポジウム資料 
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(2)環境防災学ワークショップ－環境防災学の課題と今後を考える－  
平成 27 年年 3 月 11 日に環境防災学ワークショップを開催し、学内外より約 60 名の関係

者が参加した。ワークショップでは、阿江副学長の開会の挨拶、（一財）砂防フロンティア

整備推進機構 森俊勇理事長代理の大田憲明部長の来賓挨拶につづき、国土交通省砂防部砂

防計画課の西山幸治課長より、「土砂災害の防災・減災を目指して」と題して 1 時間半の特

別講演を頂いた。その後、当講座の西本晴男教授より、平成 22 年度～26 年度の講座活動に

ついて、教育・研究・社会連携・広報・国際展開の視点から報告を行った。 
次に、講座の修了生を代表して社会人学生 4 名（（株）キタックの田中義成氏、応用地質

（株）の大村さつき氏、朝日航洋（株）の安海高明氏、（株）東京建設コンサルタント関根

敬氏）より、学んだ成果と実業務への展開について発表を行った。続いて持続環境学専攻

長の辻村真貴教授より、環境防災学の未来展望として、山岳科学共同学位プログラム（平

成 29 年度開設予定）に向けて、当講座の貢献が期待されることが述べられた。最後に、生

命環境科学研究科長の江面浩教授より閉会の挨拶がありワークショップを終了した 
 

１）開会挨拶 阿江通良 副学長（教育担当）                  
２）来賓挨拶 大田憲明 (一財)砂防フロンティア整備推進機構 事務長（森 俊勇理事長

代理）             
３）特別講演                            
     ・講演者：国土交通省砂防部砂防計画課長 西山幸治 氏  
   ・演題 ：土砂災害の防災・減災を目指して 
４）平成 22 年度～26 年度までの講座活動について           

環境防災学講座 西本晴男 教授             
５）修了生発表                                                

・発表者：田中義成氏（（株）キタック） 
大村さつき氏（応用地質（株）） 
安海高明氏（朝日航洋（株）） 
関根 敬氏（（株）東京建設コンサルタント）   

６）講演                              
  ・講演者：環境科学/持続環境学専攻長 辻村真貴 教授  

・演題 ：環境防災学の未来展望―中部山岳共同学位プログラムに向けた取り組み－ 

       
６）閉会挨拶 江面 浩 生命環境科学研究科長                 
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ワークショップ参加者 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

シンポジウムポスター               プログラム 
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開会挨拶 阿江副学長       来賓挨拶 (一財)砂防フロンティア 

                      整備推進機構 太田事務長（理事長代理） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特別講演 国土交通省砂防部計画課 西山課長     講座の概要 西本教授   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

修了生発表 田中義成氏         修了生発表 大村さつき氏    

 ワークショップの様子 
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修了生発表 安海高明氏            修了生発表 関根敬氏 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
講演 辻村専攻長             閉会挨拶 江面研究科長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
ワークショップ参加者              資料 

 
 

ワークショップの様子 
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ワークショップ資料 
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ワークショップ資料 
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ワークショップ資料 
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ワークショップ資料 
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ワークショップ資料 
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ワークショップ資料 
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ワークショップ資料 
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ワークショップ資料 
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.  

ワークショップ資料 
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ワークショップ資料 
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ワークショップ資料 
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ワークショップ資料 
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ワークショップ資料 
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2.4 社会連携活動 
 
2.4.1 環境防災セミナー 

環境防災セミナーは、環境防災に関わる諸問題について理解を深めるため、専門家・実

務家を招聘して開催した。平成 26 年度の環境防災セミナーは、環境科学専攻の院生をはじ

め、他専攻・他研究科の院生、学類生、教職員、一般市民を聴講対象として行った。 
 
第 1 回 
日 時：平成 26 年 7 月 7 日（月）13:00～17:00 
会 場：環境防災研究棟 203 講義室 
講演名：「奄美世界遺産と新しい地域づくり」   
講 師：小野寺 浩氏（東京大学特任教授（公財）屋久島環境文化財団理事長 
    参加者：7 名  
 
第 2 回 
日 時：平成 26 年 7 月 18 日（金）9：00～13：00 
会 場：環境防災研究棟 203 講義室 
講演名：ネパールでの灌漑工事と土砂災害  
講 師：石黒 久 氏 （丸新志鷹建設㈱ ネパール支店 顧問） 
参加者：9 名 
 
第 3 回 
日 時：平成 26 年 9 月 16 日（火）16：00～17：30 
会 場：環境防災研究棟 203 講義室 
講演名：‟A Decision Support System for Warning and Evacuation 

against Multi Sediment Hazards”  
講 師：陳 振宇 氏 （京都大学工学研究科社会基礎工学専攻博士

課程 3 回生（台湾水土保持局土石流防災中心主任） 
参加者：9 名 
 
第 4 回 
日 時：平成 26 年 11 月 21 日（金）13：45～15：00 
会 場：環境防災研究棟 203 講義室 
講演名：住民主役の土砂災害警戒避難 
講 師：原田 照美 氏 （広島市自主防災会連合会 顧問） 
参加者：10 名 
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第 5 回 
日 時：平成 26 年 12 月 5 日（金）12:15～13:30 
会 場：環境防災研究棟 203 講義室 
講演名：防災教育の現状と課題 －自然災害防止教育の観点から－  
講 師：北 俊夫 氏 （国士舘大学 体育学部 こどもスポーツ教育

学科 教授） 
参加者：12 名 
 
第 6 回 
日 時：平成 26 年 12 月 12 日（金）12:15～13:30 
会 場：環境防災研究棟 203 講義室 
講演名：今後の防災教育の方向性 －自然災害防止教育の教材と実践－  
講 師：北 俊夫 氏 （国士舘大学 体育学部 こどもスポーツ教育

学科 教授） 
参加者：12 名 
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2.4.2 各種委員会等 

平成 26 年度は、環境防災学講座の常勤教職員が委嘱を受け 7 件の講演・委員会等に出席

した。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

月日 氏名 依頼元 依頼内容 
H23.8.12～ 西本晴男 特定非営利活動法人

防災情報研究所 
理事 

H25.1.15 ～

H27.6.30  
西本晴男 第 6 回国際土石流災

害防止会議準備委員

会 

第6回国際土石流災害防止会議実行

委員長 

H25.4.1～ 水野秀明 (公社)砂防学会 砂防学会「国際部・部会員」 
H26.2.18～ 西本晴男 富山県土木部 立山砂防の世界的評価に関する有

識者会議委員 
H26.5.29～ 西本晴男 (公社)砂防学会 監事 
H26.4.23 西本晴男 鹿児島県市町村社会

基盤整備推進協議会 
｢土石流災害防止の集い 2014｣にお

ける講演 （土石流に関する表現方

法(呼称）の変遷) 
H26.12.23 西本晴男 防災を考える会広島 定例会議において講演（近年の土砂

災害の特徴と課題） 
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2.5 広報活動 

2.5.1 ホームページ 

 
環境防災学講座のホームページでは、環境科学専攻及び持続環境学専攻のホームページ

のもとに開設されており，環境防災セミナーの開催案内など、1 月に 1 回を上回るペースで

更新を行った。 
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更新履歴 

2015.03.24 第 6 回国際土石流災害防止会議（DFHM6）の概要を掲載しました。 

2015.03.23 平成 26 年度の活動レポートを更新しました。 

2015.03.11 環境防災学環境防災学ワークショップが開催されました。 

2015.02.16 平成 26 年度の活動レポートを更新しました。 

2015.01.26 平成 26 年度の活動レポートを更新しました． 

2014.12.11 平成 26 年度の活動レポートを更新しました． 

2014.12.11 研究室を更新しました。 

2014.10.27 平成 26 年度の活動レポートを更新しました． 

2014.10.26 研究室を更新しました。 

2014.05.13 研究室を更新しました。 

2014.05.12 カリキュラムを更新しました。 

2014.05.08 平成 26 年度の活動レポートを更新しました。 

2014.04.01 研究室を更新しました。 
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2.5.2 メデイアでの情報発信 

 
１）平成 26 年 11 月 4 日付の筑波大学新聞「筑波時評」に当講座の西本教授の記事が掲載

された。 

   
    （注）西本教授の専門分野は、「環境防災学」とすべきところが 
       編集の推敲段階で未修正のまま「森林科学」となった。 
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2) 政府インターネットテレビ 平成 26 年 6 月 12 日 
 
「徳光・木佐の知りたいニッポン！～増えているぞ！土砂災害 日頃の備えと早めの避難」 
に当講座の水野秀明准教授が解説者として出演した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（引用元：http://nettv.gov-online.go.jp/prg/prg9911.html?nt=1） 
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2.6 その他 
（１）水山高幸文庫開設 
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３．寄附講座（環境防災学）の期間延長について 
 

平成 26 年 3 月 24 日に、一般財団法人砂防フロンティア整備推進機構より筑波大学学長

宛に「寄附講座設置期間延長申請書」により寄附講座の設置期間の延長の申請がなされた。 
これを受けて、平成 26 年 4 月 16 日開催の「平成 26 年度第 1 回環境科学専攻・持続環境学

専攻教育会議」において審議され了解され、平成 26 年 7 月 8 日開催の「平成 26 年度第 4
回生命環境科学研究科運営委員会」にて西本教授が資料により説明を行い審議の結果寄附

講座（環境防災学）の期間延長が承認された。 
これを受け、平成 26 年 7 月 25 日付で学長より平成 27 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日

までの寄附講座設置の承認がなされた。 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

寄付講座の設置について（通知） 
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寄付講座申請書 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

「平成 26 年度第 4 回生命環境科学研究科運営委員会」において使用した資料 
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４．研究成果 
 
（１）著 書 ............................................................................................................ 116 
（２）国 際 学 会 ............................................................................................................ 117 
（３）国 内 学 会 ........................................................................................................... 126 
（４）そ の 他 ........................................................................................................... 144 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

─ 116 ─



 

 117  
 

（１）著書 
  

 
 

表紙 執筆・編集協力者紹介 

目次 
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（２）国際学会 
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（３）国内学会 
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